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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

¥1,650（税込）

栄子・スティーブンス著｠

大好評！

主の例祭からの考察

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

OMEGA2030日本宣教ビジョンプラン「OJ47」を
始め、大好評をいただいております
月刊ニュースレター「Bride」制作・
発刊等のすべての必要が満たされ、
さらに日本全国の教会へお届けでき
ますよう、お祈りください。
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2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023の訪問
予定地域は、北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知
県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、沖縄県です。日本全国の教会が
互いに祈り合い、神の恵みが日本全国の地域教会を通してあらわれ
ますよう共にお祈りください。

OMEGA活動支援について
―寄付・献金専用サイト・クレジットカードでのご献金も可能になりました！
いつも尊いお祈りとお支えを頂きありがとうございます。オメガの働き
は、皆様の尊いお祈りとご支援・ご献金によって支えられております。
この度、ご要望をいただいておりましたクレジットカードでご献金が
できるようになりました。お祈りありがとうございます。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－26

専用フォーム

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
Eメール　info@omega.or.jp　TEL&FAX　06-6777-2117
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輪嶋 東太郎

聞かせて、あなたの心で聞こえている主のみことば　
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Omega Japan
お知らせ／祈りの課題12

祈りの課題

神様のことばを伝えていく者になりたい ─ 「私でよろしければ、喜んで！」

06 秋沢 淳子
Omega Grace Letter Vol. 7

第1回 オメガプレミアム・グレイスセミナー

講　師：栄子・スティーブンス
日　時：2023年11月23日（木・祝）午後予定
会　場：ヒルトン沖縄北谷リゾート

優先案内予約申込受付中！事前優先申込受付中！

第7回 オメガプレミアム・グレイスツアー

オメガ出版より好評発売中！

https://omega.or.jp/donation/

ヨハネの黙示録を中心に、エゼキエル書、ダニエル書、イザヤ書
などの預言書と新約聖書全体から、終末論を学びます。聖書全体
を貫く神の愛を深く知り、生きた神のことばから希望と喜びに
満ちるセミナーを目指します。

イスラエルを訪れて旧約聖書と新約聖書の
真実性を味わいます。トルコでは、黙示録に
ある七つの教会の遺跡を辿り、聖書の啓示の
重要性を体感し、日本の教会の祝福を祈ります。

（現在、パトモス島までの訪問予定でスケジュール
調整中です。）

栄子・スティーブンスと行く「イスラエル＆トルコ10日間の旅」

事前優先申込受付期間：8月31日まで
（※詳細な内容が決定次第事前優先予約の方々へ
ご案内させていただきます。）

下記のマークの入っているクレジットカードはすべて
ご利用いただけます。

献金サイト
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に包まれた時に語られたみことばです。創世
記1章2節で、「やみが大水の上にあり、神
の霊が水の上を動いていた」と言って、何も
ない状態を語っていますから、地は闇と大
水に覆われていたと思われます。

最高位のケルブの高ぶり
最初の創造のことが、エゼキエル書に書

かれています。最初に創造されたのは、美
と賛美の賜物を持ったケルブだと考えられま
す。彼が、最初に罪を犯したサタンです。

ツロの君主と、ツロの王の二人のことが、
記されています。エゼキエル書28章2節で、
ツロの君主はサタンの霊につかれて高ぶり、

「私は神だ。海の真ん中で神の座に着いてい
る」と言っています。

ツロは、現在のレバノンで、ヒズボラが
支配している所です。フェニキヤの地にあっ
たツロは、海を通じて商業の発展した所で
した。エゼキエル書27章3節ではツロに対
して、「海の出入口に住み、多くの島々の民
と取り引きをする者よ」と、裕福で力があり、
高慢極まりない者になっていました。

ネブカデネザル王はツロを攻撃しましたが、
勝利を得て破壊するまで13年もの期間がか
かっており、それほどに強かったのです。そ
の後、ツロは再建されましたが、敵に攻撃
されないように、島をツロの町としました。
裕福で強く、島なので敵が襲ってこないと
思って高ぶっていました。

アレクサンドロス大王がツロを攻めるため、
フェニキヤの大陸とツロの島をつなげるため
埋め立てて、破壊しました。先のように、「ツ
ロの君主」とは、サタンの霊にとらわれ「私
は神だ」と言って高ぶっている人間を指して
います。

「ツロの王」と呼ばれているのは、サタンの
ことで、エゼキエル書28章12節から登場
します。

エゼキエル書28章12節と13節、「人の
子よ。ツロの王について哀歌を唱えて、彼
に言え。神である主はこう仰せられる。あな
たは全きものの典型であった。知恵に満ち、
美の極みであった。あなたは神の園、エデ
ンにいて、あらゆる宝石があなたをおおって
いた。赤めのう、トパーズ、ダイヤモンド、
緑柱石、しまめのう、碧玉、サファイヤ、ト
ルコ玉、エメラルド。あなたのタンバリンと
笛とは金で作られ、これらはあなたが造ら
れた日に整えられていた」

サタンの悪の始まり
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）21章1節
で、「もはや海もない」というみことばが、な
ぜ書かれているのでしょうか。神学者たちの
考えでは、創世記の天地創造に戻った時の
状況では、海は神様が最初に創造した時に
はなく、罪によって出来たものであるとも言
われています。

アダムとエバが創造された時は、最初の
創造の時ではないと言う考察です。メシア
ニック・ジュ―の神学博士や、優秀な神学
者たちが、同じ教えを語っておられるゆえ、
そのことを学んでみましょう。これは、サタ
ンが犯した最初の罪についての学びです。

創世記1章1節と2節、「初めに、神が天
と地を創造した。地は

ぼうばく

茫漠として何もなかっ
た。やみが大水の上にあり、神の霊が水の
上を動いていた」

1節は、「初めに、神が天と地を創造した」
という、よく知られているみことばですが、こ
の後に何事が起ったのか、創世記には書かれ
ていません。この1節と2節の間に、どれほ
どの年月が過ぎているのかは分かりません。
「初めに」と言う言葉は、ヘブライ語の「ベ
レシート」とです。この言葉は「神様の裁き
が行われた」という意味が含まれています。

2節には、「地は茫漠として何もなかった。
やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を
動いていた」と言っています。

イザヤ書45章18節、「天を創造した方、
すなわち神、地を形造り、これを仕上げた方、
すなわちこれを堅く立てた方、これを茫漠と
したものに創造せず、人の住みかにこれを
形造った方、まことに、この主がこう仰せら
れる。『わたしが主である。ほかにはいない』」

このみことばによりますと、創世記1章2
節の、「地は茫漠として何もなかった。やみ
が大水の上にあり」と言うみことばは、神様
が最初に創造なさった時の姿ではないこと
が分かります。「地は茫漠として何もなかっ
た」と書かれていますが、神様はそのような
ものは創造なさいませんでした。「地は茫漠
として何もなかった。やみが大水の上にあ
り」と書かれているこの状態は、何事かが起
こったことを表していると思われます。

黙示録21章1節で、「もはや海もない」と
いうみことばは、最高の勝利を得て、喜び

「ツロの王について哀歌を唱えて、彼に言え。
神である主はこう仰せられる。あなたは全き
ものの典型であった。知恵に満ち、美の極
みであった」（12節）とあります。サタンは、
全き者の典型として、最初に創造された者
と考えられます。彼は、創造された者の中で、
最も知恵があり、最も美しくつくられたのです。

「あなたは神の園、エデンにいて、あらゆ
る宝石があなたをおおっていた」（13節）と
あります。あらゆる宝石に包まれていた、エ
デンの園の美しさが現れています。

アダムとエバが創造された時のエデンの
園は、植物と動物で満たされていた所です。
しかし、最初のエデンの園は、多くの宝石
と鉱石に包まれていた所であったことが語ら
れています。宝石が地球を覆い、そしてケル
ブを覆っていました。
「あなたのタンバリンと笛とは金で作られ、
これらはあなたが造られた日に整えられてい
た」（13節）とあります。彼が創造された日に、
彼のために楽器が金でつくられ、神様を賛美
するリーダーとなり、天にいる多くの生き物
のリーダーとして創造されたと考えられます。

エゼキエル書28章14節と15節、「わた
しはあなたを油そそがれた守護者ケルブとと
もに、神の聖なる山に置いた。あなたは火
の石の間を歩いていた。あなたの行いは、
あなたが造られた日からあなたに不正が見
いだされるまでは、完全だった」

「わたしはあなたを油そそがれた守護者ケ
ルブとともに、神の聖なる山に置いた」（14
節）と書かれています。彼は宝石で包まれた、
エデンの園の守護者としての地位を受けて
います。油注がれたとは、ヘブライ語では「メ
シア」ですから、このケルブはメシアのよう
な位を得ていた者です。新改訳2017では、
14節を「わたしは、油注がれた守護者ケル
ビムとしてあなたを任命した」と訳されてい
ます。

これは賛美リーダーで、メシアのような位
を受けていたケルブです。ケルブは単数で、
ケルビムは複数です。同じく新共同訳には、

「わたしはお前を翼を広げて覆うケルブとし
て造った」（14節）と訳されています。天の
生き物の中で、神様のご臨在を覆っている
者がケルビムです。神様のご臨在が現れる
契約の箱を覆っているのは、二人のケルビ
ムでした。

　
同じく口語訳では「あなたは神の聖なる山

にいて、火の石の間を歩いた」（14節）と書
いてあります。これは、現在の地上とは違い、
火の石と宝石に包まれた園だったでしょう。
宝石を「火の石」と解釈する神学者もいます。
しかし、宝石の名前が細やかに記されてい
るゆえ、火の石は他の宝石ではなく、炎の
出ている溶岩のようなものだったかもしれま
せん。聖なる山と言うのは恐らく、モリヤの
山（神殿の丘）であるエルサレムでしょう。

「あなたの行いは、あなたが造られた日か
らあなたに不正が見いだされるまでは、完
全だった」（15節）と言われるほどに、彼は
完全で美しかったのです。また、最高の賜
物の持ち主で、神様のご臨在なさるエデン
の園で、優れたワーシップリーダーとして礼
拝を導いてきました。そのころには、彼の
リーダーシップが最高に栄えていたのだと考
えられます。彼は完全につくられました。

聖書は沈黙しています。私たちに分かってい
ることは、今は海があるということ、そして、
美しい宝石を手に入れるのには、地の奥深い
所まで掘らなければならないということです。

こうして、「地は茫漠として何もなかった」
と言う意味が解き明かされます。地上の再
建で、聖霊が水の上を動いて、動物と植物
で満たされた美しいエデンの園がつくられま
した。その時、アダムとエバが、エデンの園
の守護者となっているので、もともと自分の
ものであったものを取り返したいがゆえに、
最高位のケルブであったサタンはヘビを使っ
て人間を惑わし、エデンの園の権利を取り
戻したと思われます。

なぜ、神様はサタンをこの時に破壊しな
かったのでしょうか。ある子どもが、いじめ
られている相手に、「あの店からお菓子を
とってこい」と命令されて、子どもは相手が
怖くてお菓子を盗んできます。警察に捕まっ
た時には、命令した子が罪にとがめられる
のではなく、盗みをしてきた子が罪にとがめ
られます。

この時、サタンを滅ぼしていたなら、アダ
ムとエバも滅ぼされなければならなかったの
です。神様は人間を愛してやまないお方で
すから、忍耐をもって、まずは人間を罪の
世界から解放するというご計画を進めてい
かれました。そしてサタンの滅ぼされる時を、
定めておられたのです。

人間で完全につくられたのは、アダムとエ
バだけです。彼は人間ではなく、天の生き物、
ケルブです。

エゼキエル書28章16節、「あなたの商い
が繁盛すると、あなたのうちに暴虐が満ち、
あなたは罪を犯した。そこで、わたしはあな
たを汚れたものとして神の山から追い出し、
守護者ケルブが火の石の間からあなたを消
えうせさせた」

ケルブである彼の賛美があまりにも素晴ら
しく美しくて、多くの天使たちに褒められた
ことで、高慢の罪を犯しました。「そこで、
わたしはあなたを汚れたものとして神の山か
ら追い出し、守護者ケルブが火の石の間か
らあなたを消えうせさせた」（16節）とありま
す。新共同訳では、「わたしはお前を神の山
から追い出し翼で覆うケルブであるお前を火
の石の間から滅ぼした」（16節）と訳されて
います。

彼は、神様の山から追い出されました。
美しい鉱山で満たされ、宝石に包まれてい
たエデンの園から追い出されました。最初
のエデンの園は、サタンの最初の罪によって
破壊されました。地は水で覆われ、火の石
は消され、闇に包まれて茫漠として何もなく
なってしまったと思われます。

その後、どれだけの年月が経ったのか、

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、「もはや海もない」というみことばが、なぜ書かれているのか共に学んでまいりましょう。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

天の生き物ケルブであったサタンの高ぶり

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 38 ―その30未来の預言

宝石と鉱石のエデンの園
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に包まれた時に語られたみことばです。創世
記1章2節で、「やみが大水の上にあり、神
の霊が水の上を動いていた」と言って、何も
ない状態を語っていますから、地は闇と大
水に覆われていたと思われます。

最高位のケルブの高ぶり
最初の創造のことが、エゼキエル書に書

かれています。最初に創造されたのは、美
と賛美の賜物を持ったケルブだと考えられま
す。彼が、最初に罪を犯したサタンです。

ツロの君主と、ツロの王の二人のことが、
記されています。エゼキエル書28章2節で、
ツロの君主はサタンの霊につかれて高ぶり、

「私は神だ。海の真ん中で神の座に着いてい
る」と言っています。

ツロは、現在のレバノンで、ヒズボラが
支配している所です。フェニキヤの地にあっ
たツロは、海を通じて商業の発展した所で
した。エゼキエル書27章3節ではツロに対
して、「海の出入口に住み、多くの島々の民
と取り引きをする者よ」と、裕福で力があり、
高慢極まりない者になっていました。

ネブカデネザル王はツロを攻撃しましたが、
勝利を得て破壊するまで13年もの期間がか
かっており、それほどに強かったのです。そ
の後、ツロは再建されましたが、敵に攻撃
されないように、島をツロの町としました。
裕福で強く、島なので敵が襲ってこないと
思って高ぶっていました。

アレクサンドロス大王がツロを攻めるため、
フェニキヤの大陸とツロの島をつなげるため
埋め立てて、破壊しました。先のように、「ツ
ロの君主」とは、サタンの霊にとらわれ「私
は神だ」と言って高ぶっている人間を指して
います。

「ツロの王」と呼ばれているのは、サタンの
ことで、エゼキエル書28章12節から登場
します。

エゼキエル書28章12節と13節、「人の
子よ。ツロの王について哀歌を唱えて、彼
に言え。神である主はこう仰せられる。あな
たは全きものの典型であった。知恵に満ち、
美の極みであった。あなたは神の園、エデ
ンにいて、あらゆる宝石があなたをおおって
いた。赤めのう、トパーズ、ダイヤモンド、
緑柱石、しまめのう、碧玉、サファイヤ、ト
ルコ玉、エメラルド。あなたのタンバリンと
笛とは金で作られ、これらはあなたが造ら
れた日に整えられていた」

サタンの悪の始まり
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）21章1節
で、「もはや海もない」というみことばが、な
ぜ書かれているのでしょうか。神学者たちの
考えでは、創世記の天地創造に戻った時の
状況では、海は神様が最初に創造した時に
はなく、罪によって出来たものであるとも言
われています。

アダムとエバが創造された時は、最初の
創造の時ではないと言う考察です。メシア
ニック・ジュ―の神学博士や、優秀な神学
者たちが、同じ教えを語っておられるゆえ、
そのことを学んでみましょう。これは、サタ
ンが犯した最初の罪についての学びです。

創世記1章1節と2節、「初めに、神が天
と地を創造した。地は

ぼうばく

茫漠として何もなかっ
た。やみが大水の上にあり、神の霊が水の
上を動いていた」

1節は、「初めに、神が天と地を創造した」
という、よく知られているみことばですが、こ
の後に何事が起ったのか、創世記には書かれ
ていません。この1節と2節の間に、どれほ
どの年月が過ぎているのかは分かりません。
「初めに」と言う言葉は、ヘブライ語の「ベ
レシート」とです。この言葉は「神様の裁き
が行われた」という意味が含まれています。

2節には、「地は茫漠として何もなかった。
やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を
動いていた」と言っています。

イザヤ書45章18節、「天を創造した方、
すなわち神、地を形造り、これを仕上げた方、
すなわちこれを堅く立てた方、これを茫漠と
したものに創造せず、人の住みかにこれを
形造った方、まことに、この主がこう仰せら
れる。『わたしが主である。ほかにはいない』」

このみことばによりますと、創世記1章2
節の、「地は茫漠として何もなかった。やみ
が大水の上にあり」と言うみことばは、神様
が最初に創造なさった時の姿ではないこと
が分かります。「地は茫漠として何もなかっ
た」と書かれていますが、神様はそのような
ものは創造なさいませんでした。「地は茫漠
として何もなかった。やみが大水の上にあ
り」と書かれているこの状態は、何事かが起
こったことを表していると思われます。

黙示録21章1節で、「もはや海もない」と
いうみことばは、最高の勝利を得て、喜び

「ツロの王について哀歌を唱えて、彼に言え。
神である主はこう仰せられる。あなたは全き
ものの典型であった。知恵に満ち、美の極
みであった」（12節）とあります。サタンは、
全き者の典型として、最初に創造された者
と考えられます。彼は、創造された者の中で、
最も知恵があり、最も美しくつくられたのです。

「あなたは神の園、エデンにいて、あらゆ
る宝石があなたをおおっていた」（13節）と
あります。あらゆる宝石に包まれていた、エ
デンの園の美しさが現れています。

アダムとエバが創造された時のエデンの
園は、植物と動物で満たされていた所です。
しかし、最初のエデンの園は、多くの宝石
と鉱石に包まれていた所であったことが語ら
れています。宝石が地球を覆い、そしてケル
ブを覆っていました。
「あなたのタンバリンと笛とは金で作られ、
これらはあなたが造られた日に整えられてい
た」（13節）とあります。彼が創造された日に、
彼のために楽器が金でつくられ、神様を賛美
するリーダーとなり、天にいる多くの生き物
のリーダーとして創造されたと考えられます。

エゼキエル書28章14節と15節、「わた
しはあなたを油そそがれた守護者ケルブとと
もに、神の聖なる山に置いた。あなたは火
の石の間を歩いていた。あなたの行いは、
あなたが造られた日からあなたに不正が見
いだされるまでは、完全だった」

「わたしはあなたを油そそがれた守護者ケ
ルブとともに、神の聖なる山に置いた」（14
節）と書かれています。彼は宝石で包まれた、
エデンの園の守護者としての地位を受けて
います。油注がれたとは、ヘブライ語では「メ
シア」ですから、このケルブはメシアのよう
な位を得ていた者です。新改訳2017では、
14節を「わたしは、油注がれた守護者ケル
ビムとしてあなたを任命した」と訳されてい
ます。

これは賛美リーダーで、メシアのような位
を受けていたケルブです。ケルブは単数で、
ケルビムは複数です。同じく新共同訳には、

「わたしはお前を翼を広げて覆うケルブとし
て造った」（14節）と訳されています。天の
生き物の中で、神様のご臨在を覆っている
者がケルビムです。神様のご臨在が現れる
契約の箱を覆っているのは、二人のケルビ
ムでした。

　
同じく口語訳では「あなたは神の聖なる山

にいて、火の石の間を歩いた」（14節）と書
いてあります。これは、現在の地上とは違い、
火の石と宝石に包まれた園だったでしょう。
宝石を「火の石」と解釈する神学者もいます。
しかし、宝石の名前が細やかに記されてい
るゆえ、火の石は他の宝石ではなく、炎の
出ている溶岩のようなものだったかもしれま
せん。聖なる山と言うのは恐らく、モリヤの
山（神殿の丘）であるエルサレムでしょう。

「あなたの行いは、あなたが造られた日か
らあなたに不正が見いだされるまでは、完
全だった」（15節）と言われるほどに、彼は
完全で美しかったのです。また、最高の賜
物の持ち主で、神様のご臨在なさるエデン
の園で、優れたワーシップリーダーとして礼
拝を導いてきました。そのころには、彼の
リーダーシップが最高に栄えていたのだと考
えられます。彼は完全につくられました。

聖書は沈黙しています。私たちに分かってい
ることは、今は海があるということ、そして、
美しい宝石を手に入れるのには、地の奥深い
所まで掘らなければならないということです。

こうして、「地は茫漠として何もなかった」
と言う意味が解き明かされます。地上の再
建で、聖霊が水の上を動いて、動物と植物
で満たされた美しいエデンの園がつくられま
した。その時、アダムとエバが、エデンの園
の守護者となっているので、もともと自分の
ものであったものを取り返したいがゆえに、
最高位のケルブであったサタンはヘビを使っ
て人間を惑わし、エデンの園の権利を取り
戻したと思われます。

なぜ、神様はサタンをこの時に破壊しな
かったのでしょうか。ある子どもが、いじめ
られている相手に、「あの店からお菓子を
とってこい」と命令されて、子どもは相手が
怖くてお菓子を盗んできます。警察に捕まっ
た時には、命令した子が罪にとがめられる
のではなく、盗みをしてきた子が罪にとがめ
られます。

この時、サタンを滅ぼしていたなら、アダ
ムとエバも滅ぼされなければならなかったの
です。神様は人間を愛してやまないお方で
すから、忍耐をもって、まずは人間を罪の
世界から解放するというご計画を進めてい
かれました。そしてサタンの滅ぼされる時を、
定めておられたのです。

人間で完全につくられたのは、アダムとエ
バだけです。彼は人間ではなく、天の生き物、
ケルブです。

エゼキエル書28章16節、「あなたの商い
が繁盛すると、あなたのうちに暴虐が満ち、
あなたは罪を犯した。そこで、わたしはあな
たを汚れたものとして神の山から追い出し、
守護者ケルブが火の石の間からあなたを消
えうせさせた」

ケルブである彼の賛美があまりにも素晴ら
しく美しくて、多くの天使たちに褒められた
ことで、高慢の罪を犯しました。「そこで、
わたしはあなたを汚れたものとして神の山か
ら追い出し、守護者ケルブが火の石の間か
らあなたを消えうせさせた」（16節）とありま
す。新共同訳では、「わたしはお前を神の山
から追い出し翼で覆うケルブであるお前を火
の石の間から滅ぼした」（16節）と訳されて
います。

彼は、神様の山から追い出されました。
美しい鉱山で満たされ、宝石に包まれてい
たエデンの園から追い出されました。最初
のエデンの園は、サタンの最初の罪によって
破壊されました。地は水で覆われ、火の石
は消され、闇に包まれて茫漠として何もなく
なってしまったと思われます。

その後、どれだけの年月が経ったのか、

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、「もはや海もない」というみことばが、なぜ書かれているのか共に学んでまいりましょう。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

天の生き物ケルブであったサタンの高ぶり

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 38 ―その30未来の預言

宝石と鉱石のエデンの園
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月刊教材「ニュースレターBride」の
バックナンバーは
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未来の預言①　

未来の預言②　

未来の預言③

未来の預言④

未来の預言⑤

未来の預言⑥

未来の預言⑦

未来の預言⑧

未来の預言⑨

未来の預言⑩

未来の預言⑪

未来の預言⑫

未来の預言⑬

未来の預言⑭

未来の預言⑮

未来の預言⑯

未来の預言⑰

未来の預言⑱

未来の預言⑲

未来の預言⑳

未来の預言㉑
未来の預言㉒
未来の預言㉓
未来の預言㉔
未来の預言㉕
未来の預言㉖
未来の預言㉗
未来の預言㉘
未来の預言㉙　　

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）

天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）

ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）

ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）

大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）

第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）

第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）

第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）

第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）

第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）

二人の証人（黙11:3～5）

二人の証人の復活（黙11:6～13）

大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）

反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）

獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）

主が来られる日に備えて（黙13:11～18）

御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）

神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）

イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）

第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）

大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙17:1～8）

全世界の支配権が反キリストに渡される（黙17:9～18）

主があなたとともにおられる（黙18:1～8）

この都のことで喜びなさい～神によって裁きを宣告された大バビロン～（黙18:9～24）

最高の「ハレルヤ！」と再臨のイエス様の到来（黙19:1～10）

主の復讐の日があり、主イエスのあがないの年が来た（黙19:11～21）

千年王国の始まりと第一の復活（黙20:1～6）

キリストによる千年王国の統治が始まる（黙20:7～10）

信者と不信者が入り交じる千年王国（黙20:7～21:1）

に包まれた時に語られたみことばです。創世
記1章2節で、「やみが大水の上にあり、神
の霊が水の上を動いていた」と言って、何も
ない状態を語っていますから、地は闇と大
水に覆われていたと思われます。

最高位のケルブの高ぶり
最初の創造のことが、エゼキエル書に書

かれています。最初に創造されたのは、美
と賛美の賜物を持ったケルブだと考えられま
す。彼が、最初に罪を犯したサタンです。
ツロの君主と、ツロの王の二人のことが、
記されています。エゼキエル書28章2節で、
ツロの君主はサタンの霊につかれて高ぶり、
「私は神だ。海の真ん中で神の座に着いてい
る」と言っています。

ツロは、現在のレバノンで、ヒズボラが
支配している所です。フェニキヤの地にあっ
たツロは、海を通じて商業の発展した所で
した。エゼキエル書27章3節ではツロに対
して、「海の出入口に住み、多くの島々の民
と取り引きをする者よ」と、裕福で力があり、
高慢極まりない者になっていました。
ネブカデネザル王はツロを攻撃しましたが、
勝利を得て破壊するまで13年もの期間がか
かっており、それほどに強かったのです。そ
の後、ツロは再建されましたが、敵に攻撃
されないように、島をツロの町としました。
裕福で強く、島なので敵が襲ってこないと
思って高ぶっていました。
アレクサンドロス大王がツロを攻めるため、

フェニキヤの大陸とツロの島をつなげるため
埋め立てて、破壊しました。先のように、「ツ
ロの君主」とは、サタンの霊にとらわれ「私
は神だ」と言って高ぶっている人間を指して
います。

「ツロの王」と呼ばれているのは、サタンの
ことで、エゼキエル書28章12節から登場
します。

エゼキエル書28章12節と13節、「人の
子よ。ツロの王について哀歌を唱えて、彼
に言え。神である主はこう仰せられる。あな
たは全きものの典型であった。知恵に満ち、
美の極みであった。あなたは神の園、エデ
ンにいて、あらゆる宝石があなたをおおって
いた。赤めのう、トパーズ、ダイヤモンド、
緑柱石、しまめのう、碧玉、サファイヤ、ト
ルコ玉、エメラルド。あなたのタンバリンと
笛とは金で作られ、これらはあなたが造ら
れた日に整えられていた」

サタンの悪の始まり
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）21章1節
で、「もはや海もない」というみことばが、な
ぜ書かれているのでしょうか。神学者たちの
考えでは、創世記の天地創造に戻った時の
状況では、海は神様が最初に創造した時に
はなく、罪によって出来たものであるとも言
われています。
アダムとエバが創造された時は、最初の
創造の時ではないと言う考察です。メシア
ニック・ジュ―の神学博士や、優秀な神学
者たちが、同じ教えを語っておられるゆえ、
そのことを学んでみましょう。これは、サタ
ンが犯した最初の罪についての学びです。

創世記1章1節と2節、「初めに、神が天
と地を創造した。地は

ぼうばく

茫漠として何もなかっ
た。やみが大水の上にあり、神の霊が水の
上を動いていた」

1節は、「初めに、神が天と地を創造した」
という、よく知られているみことばですが、こ
の後に何事が起ったのか、創世記には書かれ
ていません。この1節と2節の間に、どれほ
どの年月が過ぎているのかは分かりません。
「初めに」と言う言葉は、ヘブライ語の「ベ
レシート」とです。この言葉は「神様の裁き
が行われた」という意味が含まれています。
2節には、「地は茫漠として何もなかった。

やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を
動いていた」と言っています。

イザヤ書45章18節、「天を創造した方、
すなわち神、地を形造り、これを仕上げた方、
すなわちこれを堅く立てた方、これを茫漠と
したものに創造せず、人の住みかにこれを
形造った方、まことに、この主がこう仰せら
れる。『わたしが主である。ほかにはいない』」

このみことばによりますと、創世記1章2
節の、「地は茫漠として何もなかった。やみ
が大水の上にあり」と言うみことばは、神様
が最初に創造なさった時の姿ではないこと
が分かります。「地は茫漠として何もなかっ
た」と書かれていますが、神様はそのような
ものは創造なさいませんでした。「地は茫漠
として何もなかった。やみが大水の上にあ
り」と書かれているこの状態は、何事かが起
こったことを表していると思われます。

黙示録21章1節で、「もはや海もない」と
いうみことばは、最高の勝利を得て、喜び

「ツロの王について哀歌を唱えて、彼に言え。
神である主はこう仰せられる。あなたは全き
ものの典型であった。知恵に満ち、美の極
みであった」（12節）とあります。サタンは、
全き者の典型として、最初に創造された者
と考えられます。彼は、創造された者の中で、
最も知恵があり、最も美しくつくられたのです。

「あなたは神の園、エデンにいて、あらゆ
る宝石があなたをおおっていた」（13節）と
あります。あらゆる宝石に包まれていた、エ
デンの園の美しさが現れています。
アダムとエバが創造された時のエデンの
園は、植物と動物で満たされていた所です。
しかし、最初のエデンの園は、多くの宝石
と鉱石に包まれていた所であったことが語ら
れています。宝石が地球を覆い、そしてケル
ブを覆っていました。
「あなたのタンバリンと笛とは金で作られ、
これらはあなたが造られた日に整えられてい
た」（13節）とあります。彼が創造された日に、
彼のために楽器が金でつくられ、神様を賛美
するリーダーとなり、天にいる多くの生き物
のリーダーとして創造されたと考えられます。

エゼキエル書28章14節と15節、「わた
しはあなたを油そそがれた守護者ケルブとと
もに、神の聖なる山に置いた。あなたは火
の石の間を歩いていた。あなたの行いは、
あなたが造られた日からあなたに不正が見
いだされるまでは、完全だった」

「わたしはあなたを油そそがれた守護者ケ
ルブとともに、神の聖なる山に置いた」（14
節）と書かれています。彼は宝石で包まれた、
エデンの園の守護者としての地位を受けて
います。油注がれたとは、ヘブライ語では「メ
シア」ですから、このケルブはメシアのよう
な位を得ていた者です。新改訳2017では、
14節を「わたしは、油注がれた守護者ケル
ビムとしてあなたを任命した」と訳されてい
ます。

これは賛美リーダーで、メシアのような位
を受けていたケルブです。ケルブは単数で、
ケルビムは複数です。同じく新共同訳には、
「わたしはお前を翼を広げて覆うケルブとし
て造った」（14節）と訳されています。天の
生き物の中で、神様のご臨在を覆っている
者がケルビムです。神様のご臨在が現れる
契約の箱を覆っているのは、二人のケルビ
ムでした。
　
同じく口語訳では「あなたは神の聖なる山

にいて、火の石の間を歩いた」（14節）と書
いてあります。これは、現在の地上とは違い、
火の石と宝石に包まれた園だったでしょう。
宝石を「火の石」と解釈する神学者もいます。
しかし、宝石の名前が細やかに記されてい
るゆえ、火の石は他の宝石ではなく、炎の
出ている溶岩のようなものだったかもしれま
せん。聖なる山と言うのは恐らく、モリヤの
山（神殿の丘）であるエルサレムでしょう。

「あなたの行いは、あなたが造られた日か
らあなたに不正が見いだされるまでは、完
全だった」（15節）と言われるほどに、彼は
完全で美しかったのです。また、最高の賜
物の持ち主で、神様のご臨在なさるエデン
の園で、優れたワーシップリーダーとして礼
拝を導いてきました。そのころには、彼の
リーダーシップが最高に栄えていたのだと考
えられます。彼は完全につくられました。

聖書は沈黙しています。私たちに分かってい
ることは、今は海があるということ、そして、
美しい宝石を手に入れるのには、地の奥深い
所まで掘らなければならないということです。
こうして、「地は茫漠として何もなかった」

と言う意味が解き明かされます。地上の再
建で、聖霊が水の上を動いて、動物と植物
で満たされた美しいエデンの園がつくられま
した。その時、アダムとエバが、エデンの園
の守護者となっているので、もともと自分の
ものであったものを取り返したいがゆえに、
最高位のケルブであったサタンはヘビを使っ
て人間を惑わし、エデンの園の権利を取り
戻したと思われます。

なぜ、神様はサタンをこの時に破壊しな
かったのでしょうか。ある子どもが、いじめ
られている相手に、「あの店からお菓子を
とってこい」と命令されて、子どもは相手が
怖くてお菓子を盗んできます。警察に捕まっ
た時には、命令した子が罪にとがめられる
のではなく、盗みをしてきた子が罪にとがめ
られます。
この時、サタンを滅ぼしていたなら、アダ
ムとエバも滅ぼされなければならなかったの
です。神様は人間を愛してやまないお方で
すから、忍耐をもって、まずは人間を罪の
世界から解放するというご計画を進めてい
かれました。そしてサタンの滅ぼされる時を、
定めておられたのです。

人間で完全につくられたのは、アダムとエ
バだけです。彼は人間ではなく、天の生き物、
ケルブです。

エゼキエル書28章16節、「あなたの商い
が繁盛すると、あなたのうちに暴虐が満ち、
あなたは罪を犯した。そこで、わたしはあな
たを汚れたものとして神の山から追い出し、
守護者ケルブが火の石の間からあなたを消
えうせさせた」

ケルブである彼の賛美があまりにも素晴ら
しく美しくて、多くの天使たちに褒められた
ことで、高慢の罪を犯しました。「そこで、
わたしはあなたを汚れたものとして神の山か
ら追い出し、守護者ケルブが火の石の間か
らあなたを消えうせさせた」（16節）とありま
す。新共同訳では、「わたしはお前を神の山
から追い出し翼で覆うケルブであるお前を火
の石の間から滅ぼした」（16節）と訳されて
います。

彼は、神様の山から追い出されました。
美しい鉱山で満たされ、宝石に包まれてい
たエデンの園から追い出されました。最初
のエデンの園は、サタンの最初の罪によって
破壊されました。地は水で覆われ、火の石
は消され、闇に包まれて茫漠として何もなく
なってしまったと思われます。
その後、どれだけの年月が経ったのか、

神様は人間を愛してやまないお方ですから、忍耐をもって、
まずは人間を罪の世界から解放するというご計画を進めていかれました。



05

月刊教材「ニュースレターBride」の
バックナンバーは
オメガのウェブサイトでお読みいただけます

未来の預言①　

未来の預言②　

未来の預言③

未来の預言④

未来の預言⑤

未来の預言⑥

未来の預言⑦

未来の預言⑧

未来の預言⑨

未来の預言⑩

未来の預言⑪

未来の預言⑫

未来の預言⑬

未来の預言⑭

未来の預言⑮

未来の預言⑯

未来の預言⑰

未来の預言⑱

未来の預言⑲

未来の預言⑳

未来の預言㉑
未来の預言㉒
未来の預言㉓
未来の預言㉔
未来の預言㉕
未来の預言㉖
未来の預言㉗
未来の預言㉘
未来の預言㉙　　

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）

天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）

ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）

ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）

大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）

第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）

第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）

第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）

第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）

第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）

二人の証人（黙11:3～5）

二人の証人の復活（黙11:6～13）

大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）

反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）

獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）

主が来られる日に備えて（黙13:11～18）

御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）

神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）

イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）

第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）

大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙17:1～8）

全世界の支配権が反キリストに渡される（黙17:9～18）

主があなたとともにおられる（黙18:1～8）

この都のことで喜びなさい～神によって裁きを宣告された大バビロン～（黙18:9～24）

最高の「ハレルヤ！」と再臨のイエス様の到来（黙19:1～10）

主の復讐の日があり、主イエスのあがないの年が来た（黙19:11～21）

千年王国の始まりと第一の復活（黙20:1～6）

キリストによる千年王国の統治が始まる（黙20:7～10）

信者と不信者が入り交じる千年王国（黙20:7～21:1）

に包まれた時に語られたみことばです。創世
記1章2節で、「やみが大水の上にあり、神
の霊が水の上を動いていた」と言って、何も
ない状態を語っていますから、地は闇と大
水に覆われていたと思われます。

最高位のケルブの高ぶり
最初の創造のことが、エゼキエル書に書

かれています。最初に創造されたのは、美
と賛美の賜物を持ったケルブだと考えられま
す。彼が、最初に罪を犯したサタンです。
ツロの君主と、ツロの王の二人のことが、
記されています。エゼキエル書28章2節で、
ツロの君主はサタンの霊につかれて高ぶり、
「私は神だ。海の真ん中で神の座に着いてい
る」と言っています。

ツロは、現在のレバノンで、ヒズボラが
支配している所です。フェニキヤの地にあっ
たツロは、海を通じて商業の発展した所で
した。エゼキエル書27章3節ではツロに対
して、「海の出入口に住み、多くの島々の民
と取り引きをする者よ」と、裕福で力があり、
高慢極まりない者になっていました。
ネブカデネザル王はツロを攻撃しましたが、
勝利を得て破壊するまで13年もの期間がか
かっており、それほどに強かったのです。そ
の後、ツロは再建されましたが、敵に攻撃
されないように、島をツロの町としました。
裕福で強く、島なので敵が襲ってこないと
思って高ぶっていました。
アレクサンドロス大王がツロを攻めるため、

フェニキヤの大陸とツロの島をつなげるため
埋め立てて、破壊しました。先のように、「ツ
ロの君主」とは、サタンの霊にとらわれ「私
は神だ」と言って高ぶっている人間を指して
います。

「ツロの王」と呼ばれているのは、サタンの
ことで、エゼキエル書28章12節から登場
します。

エゼキエル書28章12節と13節、「人の
子よ。ツロの王について哀歌を唱えて、彼
に言え。神である主はこう仰せられる。あな
たは全きものの典型であった。知恵に満ち、
美の極みであった。あなたは神の園、エデ
ンにいて、あらゆる宝石があなたをおおって
いた。赤めのう、トパーズ、ダイヤモンド、
緑柱石、しまめのう、碧玉、サファイヤ、ト
ルコ玉、エメラルド。あなたのタンバリンと
笛とは金で作られ、これらはあなたが造ら
れた日に整えられていた」

サタンの悪の始まり
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）21章1節
で、「もはや海もない」というみことばが、な
ぜ書かれているのでしょうか。神学者たちの
考えでは、創世記の天地創造に戻った時の
状況では、海は神様が最初に創造した時に
はなく、罪によって出来たものであるとも言
われています。
アダムとエバが創造された時は、最初の
創造の時ではないと言う考察です。メシア
ニック・ジュ―の神学博士や、優秀な神学
者たちが、同じ教えを語っておられるゆえ、
そのことを学んでみましょう。これは、サタ
ンが犯した最初の罪についての学びです。

創世記1章1節と2節、「初めに、神が天
と地を創造した。地は

ぼうばく

茫漠として何もなかっ
た。やみが大水の上にあり、神の霊が水の
上を動いていた」

1節は、「初めに、神が天と地を創造した」
という、よく知られているみことばですが、こ
の後に何事が起ったのか、創世記には書かれ
ていません。この1節と2節の間に、どれほ
どの年月が過ぎているのかは分かりません。
「初めに」と言う言葉は、ヘブライ語の「ベ
レシート」とです。この言葉は「神様の裁き
が行われた」という意味が含まれています。
2節には、「地は茫漠として何もなかった。

やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を
動いていた」と言っています。

イザヤ書45章18節、「天を創造した方、
すなわち神、地を形造り、これを仕上げた方、
すなわちこれを堅く立てた方、これを茫漠と
したものに創造せず、人の住みかにこれを
形造った方、まことに、この主がこう仰せら
れる。『わたしが主である。ほかにはいない』」

このみことばによりますと、創世記1章2
節の、「地は茫漠として何もなかった。やみ
が大水の上にあり」と言うみことばは、神様
が最初に創造なさった時の姿ではないこと
が分かります。「地は茫漠として何もなかっ
た」と書かれていますが、神様はそのような
ものは創造なさいませんでした。「地は茫漠
として何もなかった。やみが大水の上にあ
り」と書かれているこの状態は、何事かが起
こったことを表していると思われます。

黙示録21章1節で、「もはや海もない」と
いうみことばは、最高の勝利を得て、喜び

「ツロの王について哀歌を唱えて、彼に言え。
神である主はこう仰せられる。あなたは全き
ものの典型であった。知恵に満ち、美の極
みであった」（12節）とあります。サタンは、
全き者の典型として、最初に創造された者
と考えられます。彼は、創造された者の中で、
最も知恵があり、最も美しくつくられたのです。

「あなたは神の園、エデンにいて、あらゆ
る宝石があなたをおおっていた」（13節）と
あります。あらゆる宝石に包まれていた、エ
デンの園の美しさが現れています。
アダムとエバが創造された時のエデンの
園は、植物と動物で満たされていた所です。
しかし、最初のエデンの園は、多くの宝石
と鉱石に包まれていた所であったことが語ら
れています。宝石が地球を覆い、そしてケル
ブを覆っていました。
「あなたのタンバリンと笛とは金で作られ、
これらはあなたが造られた日に整えられてい
た」（13節）とあります。彼が創造された日に、
彼のために楽器が金でつくられ、神様を賛美
するリーダーとなり、天にいる多くの生き物
のリーダーとして創造されたと考えられます。

エゼキエル書28章14節と15節、「わた
しはあなたを油そそがれた守護者ケルブとと
もに、神の聖なる山に置いた。あなたは火
の石の間を歩いていた。あなたの行いは、
あなたが造られた日からあなたに不正が見
いだされるまでは、完全だった」

「わたしはあなたを油そそがれた守護者ケ
ルブとともに、神の聖なる山に置いた」（14
節）と書かれています。彼は宝石で包まれた、
エデンの園の守護者としての地位を受けて
います。油注がれたとは、ヘブライ語では「メ
シア」ですから、このケルブはメシアのよう
な位を得ていた者です。新改訳2017では、
14節を「わたしは、油注がれた守護者ケル
ビムとしてあなたを任命した」と訳されてい
ます。

これは賛美リーダーで、メシアのような位
を受けていたケルブです。ケルブは単数で、
ケルビムは複数です。同じく新共同訳には、
「わたしはお前を翼を広げて覆うケルブとし
て造った」（14節）と訳されています。天の
生き物の中で、神様のご臨在を覆っている
者がケルビムです。神様のご臨在が現れる
契約の箱を覆っているのは、二人のケルビ
ムでした。
　
同じく口語訳では「あなたは神の聖なる山

にいて、火の石の間を歩いた」（14節）と書
いてあります。これは、現在の地上とは違い、
火の石と宝石に包まれた園だったでしょう。
宝石を「火の石」と解釈する神学者もいます。
しかし、宝石の名前が細やかに記されてい
るゆえ、火の石は他の宝石ではなく、炎の
出ている溶岩のようなものだったかもしれま
せん。聖なる山と言うのは恐らく、モリヤの
山（神殿の丘）であるエルサレムでしょう。

「あなたの行いは、あなたが造られた日か
らあなたに不正が見いだされるまでは、完
全だった」（15節）と言われるほどに、彼は
完全で美しかったのです。また、最高の賜
物の持ち主で、神様のご臨在なさるエデン
の園で、優れたワーシップリーダーとして礼
拝を導いてきました。そのころには、彼の
リーダーシップが最高に栄えていたのだと考
えられます。彼は完全につくられました。

聖書は沈黙しています。私たちに分かってい
ることは、今は海があるということ、そして、
美しい宝石を手に入れるのには、地の奥深い
所まで掘らなければならないということです。
こうして、「地は茫漠として何もなかった」

と言う意味が解き明かされます。地上の再
建で、聖霊が水の上を動いて、動物と植物
で満たされた美しいエデンの園がつくられま
した。その時、アダムとエバが、エデンの園
の守護者となっているので、もともと自分の
ものであったものを取り返したいがゆえに、
最高位のケルブであったサタンはヘビを使っ
て人間を惑わし、エデンの園の権利を取り
戻したと思われます。

なぜ、神様はサタンをこの時に破壊しな
かったのでしょうか。ある子どもが、いじめ
られている相手に、「あの店からお菓子を
とってこい」と命令されて、子どもは相手が
怖くてお菓子を盗んできます。警察に捕まっ
た時には、命令した子が罪にとがめられる
のではなく、盗みをしてきた子が罪にとがめ
られます。
この時、サタンを滅ぼしていたなら、アダ
ムとエバも滅ぼされなければならなかったの
です。神様は人間を愛してやまないお方で
すから、忍耐をもって、まずは人間を罪の
世界から解放するというご計画を進めてい
かれました。そしてサタンの滅ぼされる時を、
定めておられたのです。

人間で完全につくられたのは、アダムとエ
バだけです。彼は人間ではなく、天の生き物、
ケルブです。

エゼキエル書28章16節、「あなたの商い
が繁盛すると、あなたのうちに暴虐が満ち、
あなたは罪を犯した。そこで、わたしはあな
たを汚れたものとして神の山から追い出し、
守護者ケルブが火の石の間からあなたを消
えうせさせた」

ケルブである彼の賛美があまりにも素晴ら
しく美しくて、多くの天使たちに褒められた
ことで、高慢の罪を犯しました。「そこで、
わたしはあなたを汚れたものとして神の山か
ら追い出し、守護者ケルブが火の石の間か
らあなたを消えうせさせた」（16節）とありま
す。新共同訳では、「わたしはお前を神の山
から追い出し翼で覆うケルブであるお前を火
の石の間から滅ぼした」（16節）と訳されて
います。

彼は、神様の山から追い出されました。
美しい鉱山で満たされ、宝石に包まれてい
たエデンの園から追い出されました。最初
のエデンの園は、サタンの最初の罪によって
破壊されました。地は水で覆われ、火の石
は消され、闇に包まれて茫漠として何もなく
なってしまったと思われます。
その後、どれだけの年月が経ったのか、

神様は人間を愛してやまないお方ですから、忍耐をもって、
まずは人間を罪の世界から解放するというご計画を進めていかれました。
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黙示録セミナーで聖書朗読をする秋沢淳子さん

シャローム。
イスラエル。昔からずっとずっと行きたいと熱望していました。
大学時代バックパッカーだった私は、独りで地を這うようにさまざまな

国を旅していました。旅の大前提は「独りで旅しても安全なところ」。恋
焦がれていたイスラエルは「行きたいけれど、独りで行くにはちょっと怖い
場所」でした。
社会人になってしばらくした時、大好きなアナウンサーの先輩が外務

省の方と結婚し駐イスラエル日本大使夫人として現地で生活を始めら
れ、訪イスラエルには「絶好の機会が到来！」したことがあります。
ところが、スケジュールがどうしても調整できず、イスラエルは「憧れ
の地」のまま、旅したいリストのトップにあり続けました。

2022年秋、そんな私にもたらされたGOOD NEWS！が今回の『第4
回オメガツアー　イスラエル・ヨルダン［ペトラ］の10日間の聖地巡礼の
旅』。しかも栄子・スティーブンス先生もご一緒でペトラではオメガ・プレ
ミアム黙示録セミナーまで付いています。

─ 「これは何が何でも行かなければ！！」 ─

クリアしなければいけない幾つかのハードルの中で、最大なものは会
社から許可をもらうこと。本当にギリギリまで会社からOKをもらわず、
祈りながら旅の準備をしていました。

5月8日に新型コロナウイルスが感染症2類から5類に移行。総務局か
ら「私的海外旅行は国のガイドラインに従ってください」とアナウンスが出
たことに背中を押され、上司に直談判決行です！ タイミングを計って、
優しいけれど厳しい上長（女性）に「私、入社して今まで病欠することな
く、長期休暇を頂かずに働いてきました。私はクリスチャンで今回、こ
の巡礼にどうしても行かなければならないのです」と

るる

縷々、気持ち、理由
を並べたて許可をお願いしました。心の中ではハラハラドキドキ。「主
よ、この上司に理解する心をお与えください」と祈りつつ上司の返事を
待つと、「あら～、素敵ね、それは是非、行ってきてください」とあっさ
りとOKを頂きました。ハレルヤ。

さて、会社から「10日間、休んでよし」の許可をもらったとはいえ、行
きたくても行けなかった時間が長すぎて「本当に行けるのか？」とツアー日
程が近付いても、行けるという確信よりも、イスラエル旅行という雲を掴
んでいるような気分が続きました。また、世界はコロナ禍を通り抜け、
日本社会もウイルス感染症分類が下げられた直後のツアーです。果たし
て自分は、健康万全で行って帰ってこられるのか、体（健康）と丁寧に
会話しながらの準備に始まり、実際のツアー10日間を含めた緊張した
期間でもありました。……だって、そう簡単に行かせてもらえるなんて、
全然思ってもいなかったんですもの。最後に何か大きな落とし穴があっ
て、準備万端整えたのに、ダメだった～なんていう結末が待っていたら、
「どうしてですか？ 主よ！」と文句を言ってしまいそうでした。きっと、そ
んなこともすべて知っている神様は、最高の「神の時」、「神のタイミング」
を下さったのです。

─ 全てに感謝！ ─

さて、私の証しを何度か聞かれた方は、「またか」と思われるかもしれ
ませんが、中学生の時にイエス様を信じた私は、高校時に留学した
ニュージーランドから帰国後、聖書だけを抱きしめ、一人荒野に出まし
た（教会からも兄弟姉妹からも離れたのです）。
大学を経てテレビ局に入社し、「今日が何日で今、何時？」かも分か

らないほどの目が回る時間（約30年）をあっという間に過ごし、突然アナ
ウンス部からの異動を伝えられ、直後にコロナ禍で仕事に大ブレーキを
踏まれるまで、荒野で一人、神様に愛を叫びながらも、ふらふらとさま
よう羊でした。結論だけ申し上げますと、ステイホームを迫られたコロナ
禍のおかげで、ぐぐぐっと、神様の群れに戻していただきました。（実は、
もっとたくさん、いろいろな示しがあったのですが、それは、今度、リア
ルでお会いした時にでも直接聞いてください。それなりの時間、お付き
合いくださいね（笑））
……とにかく、そんなどうしようもない

ほうとう

放蕩娘に神様はイスラエルにおいで
と言ってくださったのです。「え？ 本当にいいのですか？」と思いますよね。

イスラエルとヨルダンを神の群れと共に過ごせたことに感謝と喜びに震
える10日間だったのは、皆様ご想像の通りです。

「あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神のさまざ
まな恵みの良い管理者としてその賜物を生かして互いに仕えなさい」

（第1ペテロ4章10節）

さて、そんな私がこの旅で示されたこと。それは、自分の賜物を、しっ
かり神様のために使うのだ、ということでした。そんな大それた啓示では
ないですよ。小さく、一歩一歩進ませていただきます。ですから、期待
せずに聞いてください。

驚くことに今でも！ですが、多くの大学生が「テレビ局に入りたい、でき
ることならアナウンサーになりたい」という思いを持ってくださっています。
（外から見るほど美しくも楽しくもないのですけど、ま、それはいいとして
……）私はというと、大学4年生の時に「アナウンサーセミナー」に参加し
て、本当に単なるセミナーだと思って、伸び伸びと素で楽しんでいたら、
実はそのセミナーは青田買いで、予期せぬ内定を頂き、そのまま入社し
てしまいました。本当は、国連関連機関などに入り、国際協力や国際
支援の仕事がしたかったのですが、「内定」の2文字に浮かれてテレビ
局に入ってしまいました。ですからバラエティー番組がやりたい！とか、
有名になりたい！とか、特にないまま、職人としてのアナウンサーの仕事
をコツコツして30年近く過ごしました。
そんな風にアナウンサー人生が始まったので、アナウンサーなんて、声
が大きく滑舌がいいだけ、と、他人様が思うような「華やかな職種」の意識
はありませんでした。人前で絵本の読み聞かせをしても、教会で聖書を朗
読しても、何となく自分に自信がなく、周りに「素晴らしかったです」と言わ
れても、素直に喜べないばかりか、心の中では「本当にそう思います？」と
思い、声を掛けてくださった方 も々自分自身も信じられずにいたのです。

今回、黙示録セミナーで聖書を読んでくださいと聞いていました。で
すが、その前にガリラヤ湖上で栄子先生に「聖書を読んでいただけます
か？」と声を掛けていただきました。「私でよろしければ、喜んで！」と、
一生懸命心を込めて読ませていただいた神様のみことばを、栄子先生
は、本当に喜んでくださいました。あの何とも無邪気で可愛らしい満面
の笑みで「淳子さんは、素晴らしい賜物を神様に頂きましたね」と、言っ
ていただいたとき、心に

せんこう

閃光が走りました。私が歩んできた放蕩仕事人
生の意味が理解できた瞬間でした。私が今まで

しんし

真摯に取り組んできた
仕事は、すべて神様のことばを伝えていくための準備だったのだと。
旅行中、日曜日の夜にオンラインで聞いたある牧師のメッセージでは

「あなたは神様の作品です。すべての人は、それぞれ神様の最高傑作
なんです。だから“私なんて、何でもない、取るに足らないもの”、という
考えは、神様への

ぼうとく

冒涜です。あなたの賜物を示された所で使いましょ
う」というフレーズが私の耳に飛び込んできました。
……主よ、分かりました。長く理解ができない羊でしたが、もう、分

かりました。見守っていてください。必要な人々に神様のことばをしっか
り届ける者となります。

10日間の旅の中で、聖書の物語がまさに起こった場所を紡ぐように
訪れ、歩き、感動と感謝に震えながら、気持ちがどんどん引き締まり研
ぎ澄まされていき「私は、神様のしもべ、兵士になる」「みことばを守り伝
える兵士になる」という決断をしました。何が起きても最前線で手を広げ
て立ちはだかり、神様に仕えよう。今はそう、燃えています。（弱い人
間ですから、ふらふらしないように皆様にお祈りいただけますと幸いです）

現在、TBSテレビのサスティナビリティー創造センターにあるCSR推進
部で、出前授業や職業体験、子ども食堂支援や災害募金窓口から都
市養蜂、屋上緑化など、教育、環境、社会貢献、災害支援、国際
貢献の五つの柱の元、様々な活動を行っています。それはまさに、イ
エス様の山上の垂訓にアーメンと同意しながら行う活動ばかりです。

イエス様の山上の垂訓、
「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。
悲しんでいる人たちは、さいわいである、彼らは慰められるであろう。
柔和な人たちは、さいわいである、彼らは地を受けつぐであろう。
義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りる
ようになるであろう。
あわれみ深い人たちは、さいわいである、彼らはあわれみを受けるで
あろう。
心の清い人たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう。
平和をつくり出す人たちは、さいわいである、彼らは神の子と呼ばれる
であろう。
義のために迫害されてきた人たちは、さいわいである、天国は彼らの
ものである。」

（マタイによる福音書5章3節から10節）

実際、山上の垂訓教会の敷地にあった美しいビオトープに水を飲みに
来る多くの蜜蜂を見た時に、言葉にならない平安が心に広がりました。な
ぜって？ 実は、東京赤坂にあるTBSテレビでは、8階中屋上で都市養蜂を
行っています。（私もTBSの蜜蜂おばさんとして、活動しているのです。笑）
教会では古くから、蜂蜜は食用、蜜蝋はろうそくに加工するために蜜
蜂を飼ってきたということを知識としては知っていましたが、あの多くの
蜜蜂が体中を喜びで震わせながら水を飲む姿を見て、それが本当だっ
たことに感動しました。人々の祈りの場所に長く蜜蜂がいた……。何
か、こういった小さな発見や自分の仕事との繋がりの一つ一つに、神
様のご計画を感じることができました。
そして、何と言っても一緒に旅した皆さんから掛けられた言葉一つ一
つに背中を押されました。「淳子は聖書を音として残す役割がある」と
言ってくれた

わじま

輪嶋 
とうたろう

東太郎兄ちゃん、「そうだそうだ」とうなずきながら、
ずっとそばにいて過ごしてくれた弟のやすくん、これからは、チームとし
て歩ませてください。
最後に、10日間を過ごした共にイエス様ご再臨を待ち望む家族の皆

さん、オメガプレミアム・グレイスツアーを企画してくださったオメガ・ジャ
パンの皆さん、ツアーを運営してくださったホーリーランドツーリストセン
ターの皆さん、ガイドの井上敦世さん、大好きな横田聖子先生、そし
て何より、心から尊敬する栄子・スティーブンス先生に魂からの感謝を
申し上げます。

じゅんこ

秋沢 淳子
あきさわ

Omega Grace Letter Vol. 7

株式会社TBSテレビ（元TBSアナウンサー）
CSR推進部
DigiCon6Asiaプロデューサー、国際アライアンスアシスタント
一般社団法人SPUTNIK International 創設理事

神様のことばを伝えていく者になりたい
─ 「私でよろしければ、喜んで！」
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ていただいたとき、心に

せんこう

閃光が走りました。私が歩んできた放蕩仕事人
生の意味が理解できた瞬間でした。私が今まで

しんし

真摯に取り組んできた
仕事は、すべて神様のことばを伝えていくための準備だったのだと。
旅行中、日曜日の夜にオンラインで聞いたある牧師のメッセージでは

「あなたは神様の作品です。すべての人は、それぞれ神様の最高傑作
なんです。だから“私なんて、何でもない、取るに足らないもの”、という
考えは、神様への

ぼうとく

冒涜です。あなたの賜物を示された所で使いましょ
う」というフレーズが私の耳に飛び込んできました。
……主よ、分かりました。長く理解ができない羊でしたが、もう、分

かりました。見守っていてください。必要な人々に神様のことばをしっか
り届ける者となります。

10日間の旅の中で、聖書の物語がまさに起こった場所を紡ぐように
訪れ、歩き、感動と感謝に震えながら、気持ちがどんどん引き締まり研
ぎ澄まされていき「私は、神様のしもべ、兵士になる」「みことばを守り伝
える兵士になる」という決断をしました。何が起きても最前線で手を広げ
て立ちはだかり、神様に仕えよう。今はそう、燃えています。（弱い人
間ですから、ふらふらしないように皆様にお祈りいただけますと幸いです）

現在、TBSテレビのサスティナビリティー創造センターにあるCSR推進
部で、出前授業や職業体験、子ども食堂支援や災害募金窓口から都
市養蜂、屋上緑化など、教育、環境、社会貢献、災害支援、国際
貢献の五つの柱の元、様々な活動を行っています。それはまさに、イ
エス様の山上の垂訓にアーメンと同意しながら行う活動ばかりです。

イエス様の山上の垂訓、
「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。
悲しんでいる人たちは、さいわいである、彼らは慰められるであろう。
柔和な人たちは、さいわいである、彼らは地を受けつぐであろう。
義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りる
ようになるであろう。
あわれみ深い人たちは、さいわいである、彼らはあわれみを受けるで
あろう。
心の清い人たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう。
平和をつくり出す人たちは、さいわいである、彼らは神の子と呼ばれる
であろう。
義のために迫害されてきた人たちは、さいわいである、天国は彼らの
ものである。」

（マタイによる福音書5章3節から10節）

実際、山上の垂訓教会の敷地にあった美しいビオトープに水を飲みに
来る多くの蜜蜂を見た時に、言葉にならない平安が心に広がりました。な
ぜって？ 実は、東京赤坂にあるTBSテレビでは、8階中屋上で都市養蜂を
行っています。（私もTBSの蜜蜂おばさんとして、活動しているのです。笑）
教会では古くから、蜂蜜は食用、蜜蝋はろうそくに加工するために蜜
蜂を飼ってきたということを知識としては知っていましたが、あの多くの
蜜蜂が体中を喜びで震わせながら水を飲む姿を見て、それが本当だっ
たことに感動しました。人々の祈りの場所に長く蜜蜂がいた……。何
か、こういった小さな発見や自分の仕事との繋がりの一つ一つに、神
様のご計画を感じることができました。
そして、何と言っても一緒に旅した皆さんから掛けられた言葉一つ一
つに背中を押されました。「淳子は聖書を音として残す役割がある」と
言ってくれた

わじま

輪嶋 
とうたろう

東太郎兄ちゃん、「そうだそうだ」とうなずきながら、
ずっとそばにいて過ごしてくれた弟のやすくん、これからは、チームとし
て歩ませてください。
最後に、10日間を過ごした共にイエス様ご再臨を待ち望む家族の皆

さん、オメガプレミアム・グレイスツアーを企画してくださったオメガ・ジャ
パンの皆さん、ツアーを運営してくださったホーリーランドツーリストセン
ターの皆さん、ガイドの井上敦世さん、大好きな横田聖子先生、そし
て何より、心から尊敬する栄子・スティーブンス先生に魂からの感謝を
申し上げます。

じゅんこ

秋沢 淳子
あきさわ

Omega Grace Letter Vol. 7

株式会社TBSテレビ（元TBSアナウンサー）
CSR推進部
DigiCon6Asiaプロデューサー、国際アライアンスアシスタント
一般社団法人SPUTNIK International 創設理事

神様のことばを伝えていく者になりたい
─ 「私でよろしければ、喜んで！」
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終末の時に、私たちの日本にあふれ出した恵み（グレイス）を受け取り、
聖書の約束がすべて成就することを、受け止め、備え、
その喜びを一人でも多くの人 と々分かち合うため、
グレイスフル・ジャパンと題してお送りするこの欄、
今月からはさまざまな方との対談をお送りいたします。
その初回から数回にわたって、オメガ・ジャパン代表の横田聖子先生にお願いしました。

「Bride」の読者の方々の
祈りを頂いて

輪嶋 横田先生、今日の日を私、本当に楽
しみにしていたんですよ！ どうぞどうぞ、よろ
しくお願いいたします。いつものように聖子
先生と呼ばせていただきますね。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたしま
す。こういうシチュエーションはあまり経験
がないので、なんだかドキドキというか、居
心地悪い感じですが（笑）
輪嶋 え、どうしてですか？ のっけから面白
いご発言（笑）。あー。だからこの初回の対
談を聖子先生にお願いした時、なんだかキョ
トンとされていたのはそういうことだったの
ですね（笑）。大丈夫です、答えに窮するよう
なことお聞きしませんから（笑）。
横田 輪嶋さんはなんでもストレートに質問
する方だって知ってます（笑）、どうぞ、お手
柔らかにお願いいたします。

輪嶋 まず、今回、聖子先生にこの対談を
お願いしたのには大きな理由があるんです。
それを説明するために、前置きが少し長くな
るかもしれませんが、その理由を私の方から
お話しさせてください。
横田 そうなのですね。いったいなぜ、って
私自身が一番お聞きしたいのですが（笑）。
輪嶋 これまで聖子先生とお話をするたび
に、先生の言葉の端々で、このニュースレ
ター「Bride」の読者の方々の存在と、そして
皆さんが積み上げてこられている祈りこそが、
どれほど大きな力となるか、そのことを心か
ら受け止めていらっしゃる、そう感じさせて
いただいているのです。
横田 いやー、それは全くおっしゃる通りな
のです。これまでの歩みの中でオメガ・ジャ
パンへ寄せられている皆様からのお声、励ま
しの言葉の数々…また新しい書籍の出版の
たびに得られるリアクション、さらには輪嶋
さんにもご一緒頂いたツアーに対する皆さん

からの想像を超える期待。それを毎回ひし
ひしと感じてきました。そしてそれがどんど
ん大きくなっていく…その様をまざまざと主
がお見せくださるのです。「日本において、
この方たちが積み上げてこられた祈りこそ、
終末の時を迎えるこれからの世界にとってど
れほど大切で尊いものか」と真剣に受け止め
ずにはいられず、また、皆さんを通していま
日本に向けられている主の愛を実際にこの目
で見させていただいているような、そんな思
いで感謝があふれてくるのです。
輪嶋 アーメン。本当に私もそれを感じます、

「オメガ・ジャパンの活動を通して、全国にも
の凄い祈り手の方たちが起こされている」と
いうことを。そして今回のツアーは、まさにそ
のような「祈り手が集合した」、そんな感じで
した。オメガ・ジャパンというある意味不思議
とも言える“有機体”から生まれる活動が、明
らかに日本の霊的な目覚め、リバイバルに繋
がっていくという、確かな感覚を受け取りました。

横田 マタイの福音書21章7節、「ろばと子
ろばを引いて来て、その上に服をかけると、
イエスはそれにお乗りになった」

ヨハネの福音書2章7節と8節、「イエスが、
『水がめに水をいっぱい入れなさい』」と言わ
れると、召し使いたちは、かめの縁まで水を
満たした。イエスは、『さあ、それをくんで
宴会の世話役のところへ持って行きなさい』
と言われた。召し使いたちは運んで行った」

　この二つのみことばが、私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿として、いつも心の中に
あるんです。
　これまで私はずっとイエス様をお運びする
子ろばのように、また水がめを運ぶ

しもべ

僕 のよ
うに、ひたすらオメガ・ジャパンの活動を通
して神様の御心がなるように、そのことだけ
を心に描きイメージして、お務めさせていた
だいてきました。オメガ・ジャパンの代表と

いうよりは、完全なる「裏方の役割」に徹して
きたつもりです。私の性格的にも、それが自
然なことだったので（笑）。
輪嶋 そこなんですよ、この対談をお願いし
た理由は（笑）。
横田 え、どういう意味ですか？
輪嶋 聖子先生がご自分で「裏方に徹する」
という思いで歩いて来られたその結果、「オ
メガ・ジャパンの顔」が少し見えにくい、と感
じる方が多いのだと気付いたからなんです。

オメガ・ツアーに
参加された方々の声から
「見えてきた」、
オメガ・ジャパンの
「見えなかった」部分

輪嶋 聖子先生がお話しされた通り、この
「Bride」の読者の方々は、オメガ・ジャパン
の歩みに祈りを積み重ねながら、それぞれ

置かれたところで、それぞれの立場で、さま
ざまな形でオメガ・ジャパンの歩みに参加さ
れていて、それがいまどんどん目に見えるもの
になってきたのだと思います。スケジュール
詳細も、旅行代金さえ決まっていない2025
年までのオメガ・ツアーが、すでに事前申込
者で一杯になっていることなどは、そのこと
を端的に表していると思うのです。
横田 正直、私たちにとってもこの状況は本
当に驚きでした。私たちの置かれた今の時
代に、神様のご計画の全貌を知り、受け取り、
備えたいという方々の霊的な飢え渇きを感じ
ずにはいられません。これまでの栄子先生
の歩みを考えると、まるで「暗闇に鉄砲を撃
つ」ような何十年だっただろうと思うのです。
撃った弾が当っているかいるかどうかわから
なくても、とにかく打ち続ける、というような。
輪嶋 すごくわかりやすいですね、その表現
…その弾は神様の「愛」の弾丸だったってこと
ですもんね。

横田 その表現もわかりやすいですね（笑）。
当たるかどうかは、私たちではわからなくと
も、「にもかかわらず、それでもなお、だか
らこそ」、敢えてそのような真っ暗闇に鉄砲
を撃ち続けてきた栄子先生の弾は、私たち
の想像すらできなかった形で、主を慕い求
める方たちのハートに命中していたんだ、、、
昨今の皆様の様子を目の当たりにして、その
ことをはっきりと見せられているような思い
の中にいるのです。
輪嶋 凄い事ですよね、つくづく…私でさえ
こんなに感動するのですから、これまでの歩
みを栄子先生とずっと続けてこられた当事者
としてはどれほどの思いかと、考えると胸が
熱くなります。
横田 いえいえ、そんなたいそうなことでは
なく、むしろ主がいまのこの様子をご覧に
なってお喜びだとすると、もうそれだけでう
れしくて…主が私たちに備えてくださってい
る愛を少しでも見たい、その思いだけで、感
謝と幸福の中に置かれてきました。
輪嶋 今回参加された多くの方の口から「栄
子先生が導いてくださるこの“オメガのツ
アー”を心から感謝で待ち侘びていました」と
いう言葉をお聞きしました。そして同時に

「このツアーを主催しているオメガ・ジャパン
の代表である横田先生にお会いできて本当
にうれしかった、感動した」という言葉を何
度も聞いたのです。その時、「あ、そうだ！ 
皆さんは栄子先生のことは書籍や『シャロー
ムイスラエル』などのインターネット番組を通
して接して来られたけれど、確かに、その活
動の母体ともいうべきオメガ・ジャパンがど
のような人によって、それこそ「運ばれて」い
るのか、知る由もないんだもんな…と、改め
て気付かされたのです。
横田 そんなこと考えもしませんでした…
輪嶋 でも、これって音楽の仕事をしてきた
私としては、もの凄く腑に落ちるものがある
んです。どういうことかをわかりやすく言え
ば、例えば私はオペラ・ファンなら知らない

人がいないような、歴史的な名演奏家のコ
ンサートをたくさん主催させていただきまし
た。主催者として彼らの演奏会をつくってき
たのは、その演奏家が有名だからではなく、
その演奏家でなければ届けられない尊いメッ
セージがあると確信してきたからなのです。
ただ単に、いわゆる音楽プロモーターとして

「お客さんがたくさん入って、興行的に成功
すれば良い」という目的のためであれば、他
にもっと効率の良いことをしたと思うのです。
はっきり言えば、この世の効率を第一優先
で考えるなら「やらなかった」ことです（笑）。
横田 あー…なんだかお話の意味、心に刺
さってます。
輪嶋 そうでしょ（笑）。だって、いつも「あー、
オメガ・ジャパンもおんなじだ。栄子先生も、
聖子先生も」って感じているんです。私は、
自分たちがつくる舞台、つまり主催する公演
のアーティストにただただ触れてほしい、と
いう思いで公演をつくっていましたが、ある
とき、アーティストのファンから言われたこ
とで、ハッとさせられたのです。「私たちは、
このアーティストの舞台を主催するあなたた
ちを信頼しています」と。「彼女のコンサート、
他の会社が主催していたら、もっと違う形で
参加していたと思います」って。
横田 あー…
輪嶋 今回のオメガ・ツアーで私はあの時と
全く同じ声を聞いたような気持ちでした。皆
さん、ようやくオメガ・ジャパンの仕事を運
んでいる人、つまり、主催している人の顔、
先ほどおっしゃっていた「子ろば」であり、「水
瓶を運ぶしもべ」を見たんだ、と（笑）。
横田 別に隠れていたわけではないんですけ
どね（笑）
輪嶋 そりゃ悪いことをしてコソコソ隠れ
る、っていうような理由ないですもんね！
横田 （爆笑）
輪嶋 でも、隠れるつもりはなくても、結果
的にはオメガ・ジャパンと心を合わせて祈っ
ている方たちの目からは見えない、つまり

隠されている状態だったのだ、と気付いたん
です。この欄で以前にもお話しした通り、私
は5年前に、改装されて新しくなったわが家
の最寄り駅から初めて電車に乗るために、
ホームヘ降りる下りエスカレータに乗ってい
て、突然「オメガ・ジャパンのこと、なんでも
いいから“自分ごと”として参加、ご奉仕させ
ていただきたい、いや、させていただかずに
はいられない」という思いがあふれてきて、
ホームに降り立ってすぐに聖子先生の携帯に
お電話させていただいたんです。
横田 あの時のことは今でもはっきりと覚え
ています。あまりにも唐突、突然で（笑）。で
もその時も「主だ」と感じました。
輪嶋 いま思い出しても、なぜ突然あのよう
な抑えきれない思いになったのか、自分でも
全く意味不明ですが、でも、あの思いが与
えられるに至ったのは、もちろん栄子先生を
通して受け取った聖書の中にある「神様の壮
大なご計画」に示された、とてつもない神の
愛があったのは大前提です。でもそれだけだ
と、ただ単に「受け手」として、つまり受動的
な態度でオメガ・ジャパンの活動を見ている、
ということでもよかったわけです。私の仕事
で言えば「コンサートの観客でいる」というこ
とです。でも「主催の方の手になりたい」そう
感じる決め手になったのは、まさに「子ろば」
の姿を見たからだったのだと確信しています。
あの時の自分のことをいま冷静に見つめると、
間違いなくそう言えるんです。
横田 えー、そんなこと思ってもみませんで
した！
輪嶋 初めての告白ですよね（笑）。でもそ
のことを、今回のツアーでの皆さんのお声を
聞いたおかげで、私自身改めて気付いたの
です。だから、私や、そしてツアーに参加さ
れた人たちが見た「子ろば」の姿を、皆さん
にも見ていただきたい！ それがこの対談をお
願いした理由なのです。

（次回に続く）

オメガ・ジャパン代表
ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎氏横田 聖子師

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 3

聞かせて、あなたの心で  聞こえている主のみことば

写真：左から栄子・スティーブンス師、輪嶋東太郎氏、横田聖子師、

対談
第一回
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終末の時に、私たちの日本にあふれ出した恵み（グレイス）を受け取り、
聖書の約束がすべて成就することを、受け止め、備え、
その喜びを一人でも多くの人 と々分かち合うため、
グレイスフル・ジャパンと題してお送りするこの欄、
今月からはさまざまな方との対談をお送りいたします。
その初回から数回にわたって、オメガ・ジャパン代表の横田聖子先生にお願いしました。

「Bride」の読者の方々の
祈りを頂いて

輪嶋 横田先生、今日の日を私、本当に楽
しみにしていたんですよ！ どうぞどうぞ、よろ
しくお願いいたします。いつものように聖子
先生と呼ばせていただきますね。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたしま
す。こういうシチュエーションはあまり経験
がないので、なんだかドキドキというか、居
心地悪い感じですが（笑）
輪嶋 え、どうしてですか？ のっけから面白
いご発言（笑）。あー。だからこの初回の対
談を聖子先生にお願いした時、なんだかキョ
トンとされていたのはそういうことだったの
ですね（笑）。大丈夫です、答えに窮するよう
なことお聞きしませんから（笑）。
横田 輪嶋さんはなんでもストレートに質問
する方だって知ってます（笑）、どうぞ、お手
柔らかにお願いいたします。

輪嶋 まず、今回、聖子先生にこの対談を
お願いしたのには大きな理由があるんです。
それを説明するために、前置きが少し長くな
るかもしれませんが、その理由を私の方から
お話しさせてください。
横田 そうなのですね。いったいなぜ、って
私自身が一番お聞きしたいのですが（笑）。
輪嶋 これまで聖子先生とお話をするたび
に、先生の言葉の端々で、このニュースレ
ター「Bride」の読者の方々の存在と、そして
皆さんが積み上げてこられている祈りこそが、
どれほど大きな力となるか、そのことを心か
ら受け止めていらっしゃる、そう感じさせて
いただいているのです。
横田 いやー、それは全くおっしゃる通りな
のです。これまでの歩みの中でオメガ・ジャ
パンへ寄せられている皆様からのお声、励ま
しの言葉の数々…また新しい書籍の出版の
たびに得られるリアクション、さらには輪嶋
さんにもご一緒頂いたツアーに対する皆さん

からの想像を超える期待。それを毎回ひし
ひしと感じてきました。そしてそれがどんど
ん大きくなっていく…その様をまざまざと主
がお見せくださるのです。「日本において、
この方たちが積み上げてこられた祈りこそ、
終末の時を迎えるこれからの世界にとってど
れほど大切で尊いものか」と真剣に受け止め
ずにはいられず、また、皆さんを通していま
日本に向けられている主の愛を実際にこの目
で見させていただいているような、そんな思
いで感謝があふれてくるのです。
輪嶋 アーメン。本当に私もそれを感じます、

「オメガ・ジャパンの活動を通して、全国にも
の凄い祈り手の方たちが起こされている」と
いうことを。そして今回のツアーは、まさにそ
のような「祈り手が集合した」、そんな感じで
した。オメガ・ジャパンというある意味不思議
とも言える“有機体”から生まれる活動が、明
らかに日本の霊的な目覚め、リバイバルに繋
がっていくという、確かな感覚を受け取りました。

横田 マタイの福音書21章7節、「ろばと子
ろばを引いて来て、その上に服をかけると、
イエスはそれにお乗りになった」

ヨハネの福音書2章7節と8節、「イエスが、
『水がめに水をいっぱい入れなさい』」と言わ
れると、召し使いたちは、かめの縁まで水を
満たした。イエスは、『さあ、それをくんで
宴会の世話役のところへ持って行きなさい』
と言われた。召し使いたちは運んで行った」

　この二つのみことばが、私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿として、いつも心の中に
あるんです。
　これまで私はずっとイエス様をお運びする
子ろばのように、また水がめを運ぶ

しもべ

僕 のよ
うに、ひたすらオメガ・ジャパンの活動を通
して神様の御心がなるように、そのことだけ
を心に描きイメージして、お務めさせていた
だいてきました。オメガ・ジャパンの代表と

いうよりは、完全なる「裏方の役割」に徹して
きたつもりです。私の性格的にも、それが自
然なことだったので（笑）。
輪嶋 そこなんですよ、この対談をお願いし
た理由は（笑）。
横田 え、どういう意味ですか？
輪嶋 聖子先生がご自分で「裏方に徹する」
という思いで歩いて来られたその結果、「オ
メガ・ジャパンの顔」が少し見えにくい、と感
じる方が多いのだと気付いたからなんです。

オメガ・ツアーに
参加された方々の声から
「見えてきた」、
オメガ・ジャパンの
「見えなかった」部分

輪嶋 聖子先生がお話しされた通り、この
「Bride」の読者の方々は、オメガ・ジャパン
の歩みに祈りを積み重ねながら、それぞれ

置かれたところで、それぞれの立場で、さま
ざまな形でオメガ・ジャパンの歩みに参加さ
れていて、それがいまどんどん目に見えるもの
になってきたのだと思います。スケジュール
詳細も、旅行代金さえ決まっていない2025
年までのオメガ・ツアーが、すでに事前申込
者で一杯になっていることなどは、そのこと
を端的に表していると思うのです。
横田 正直、私たちにとってもこの状況は本
当に驚きでした。私たちの置かれた今の時
代に、神様のご計画の全貌を知り、受け取り、
備えたいという方々の霊的な飢え渇きを感じ
ずにはいられません。これまでの栄子先生
の歩みを考えると、まるで「暗闇に鉄砲を撃
つ」ような何十年だっただろうと思うのです。
撃った弾が当っているかいるかどうかわから
なくても、とにかく打ち続ける、というような。
輪嶋 すごくわかりやすいですね、その表現
…その弾は神様の「愛」の弾丸だったってこと
ですもんね。

横田 その表現もわかりやすいですね（笑）。
当たるかどうかは、私たちではわからなくと
も、「にもかかわらず、それでもなお、だか
らこそ」、敢えてそのような真っ暗闇に鉄砲
を撃ち続けてきた栄子先生の弾は、私たち
の想像すらできなかった形で、主を慕い求
める方たちのハートに命中していたんだ、、、
昨今の皆様の様子を目の当たりにして、その
ことをはっきりと見せられているような思い
の中にいるのです。
輪嶋 凄い事ですよね、つくづく…私でさえ
こんなに感動するのですから、これまでの歩
みを栄子先生とずっと続けてこられた当事者
としてはどれほどの思いかと、考えると胸が
熱くなります。
横田 いえいえ、そんなたいそうなことでは
なく、むしろ主がいまのこの様子をご覧に
なってお喜びだとすると、もうそれだけでう
れしくて…主が私たちに備えてくださってい
る愛を少しでも見たい、その思いだけで、感
謝と幸福の中に置かれてきました。
輪嶋 今回参加された多くの方の口から「栄
子先生が導いてくださるこの“オメガのツ
アー”を心から感謝で待ち侘びていました」と
いう言葉をお聞きしました。そして同時に

「このツアーを主催しているオメガ・ジャパン
の代表である横田先生にお会いできて本当
にうれしかった、感動した」という言葉を何
度も聞いたのです。その時、「あ、そうだ！ 
皆さんは栄子先生のことは書籍や『シャロー
ムイスラエル』などのインターネット番組を通
して接して来られたけれど、確かに、その活
動の母体ともいうべきオメガ・ジャパンがど
のような人によって、それこそ「運ばれて」い
るのか、知る由もないんだもんな…と、改め
て気付かされたのです。
横田 そんなこと考えもしませんでした…
輪嶋 でも、これって音楽の仕事をしてきた
私としては、もの凄く腑に落ちるものがある
んです。どういうことかをわかりやすく言え
ば、例えば私はオペラ・ファンなら知らない

人がいないような、歴史的な名演奏家のコ
ンサートをたくさん主催させていただきまし
た。主催者として彼らの演奏会をつくってき
たのは、その演奏家が有名だからではなく、
その演奏家でなければ届けられない尊いメッ
セージがあると確信してきたからなのです。
ただ単に、いわゆる音楽プロモーターとして

「お客さんがたくさん入って、興行的に成功
すれば良い」という目的のためであれば、他
にもっと効率の良いことをしたと思うのです。
はっきり言えば、この世の効率を第一優先
で考えるなら「やらなかった」ことです（笑）。
横田 あー…なんだかお話の意味、心に刺
さってます。
輪嶋 そうでしょ（笑）。だって、いつも「あー、
オメガ・ジャパンもおんなじだ。栄子先生も、
聖子先生も」って感じているんです。私は、
自分たちがつくる舞台、つまり主催する公演
のアーティストにただただ触れてほしい、と
いう思いで公演をつくっていましたが、ある
とき、アーティストのファンから言われたこ
とで、ハッとさせられたのです。「私たちは、
このアーティストの舞台を主催するあなたた
ちを信頼しています」と。「彼女のコンサート、
他の会社が主催していたら、もっと違う形で
参加していたと思います」って。
横田 あー…
輪嶋 今回のオメガ・ツアーで私はあの時と
全く同じ声を聞いたような気持ちでした。皆
さん、ようやくオメガ・ジャパンの仕事を運
んでいる人、つまり、主催している人の顔、
先ほどおっしゃっていた「子ろば」であり、「水
瓶を運ぶしもべ」を見たんだ、と（笑）。
横田 別に隠れていたわけではないんですけ
どね（笑）
輪嶋 そりゃ悪いことをしてコソコソ隠れ
る、っていうような理由ないですもんね！
横田 （爆笑）
輪嶋 でも、隠れるつもりはなくても、結果
的にはオメガ・ジャパンと心を合わせて祈っ
ている方たちの目からは見えない、つまり

隠されている状態だったのだ、と気付いたん
です。この欄で以前にもお話しした通り、私
は5年前に、改装されて新しくなったわが家
の最寄り駅から初めて電車に乗るために、
ホームヘ降りる下りエスカレータに乗ってい
て、突然「オメガ・ジャパンのこと、なんでも
いいから“自分ごと”として参加、ご奉仕させ
ていただきたい、いや、させていただかずに
はいられない」という思いがあふれてきて、
ホームに降り立ってすぐに聖子先生の携帯に
お電話させていただいたんです。
横田 あの時のことは今でもはっきりと覚え
ています。あまりにも唐突、突然で（笑）。で
もその時も「主だ」と感じました。
輪嶋 いま思い出しても、なぜ突然あのよう
な抑えきれない思いになったのか、自分でも
全く意味不明ですが、でも、あの思いが与
えられるに至ったのは、もちろん栄子先生を
通して受け取った聖書の中にある「神様の壮
大なご計画」に示された、とてつもない神の
愛があったのは大前提です。でもそれだけだ
と、ただ単に「受け手」として、つまり受動的
な態度でオメガ・ジャパンの活動を見ている、
ということでもよかったわけです。私の仕事
で言えば「コンサートの観客でいる」というこ
とです。でも「主催の方の手になりたい」そう
感じる決め手になったのは、まさに「子ろば」
の姿を見たからだったのだと確信しています。
あの時の自分のことをいま冷静に見つめると、
間違いなくそう言えるんです。
横田 えー、そんなこと思ってもみませんで
した！
輪嶋 初めての告白ですよね（笑）。でもそ
のことを、今回のツアーでの皆さんのお声を
聞いたおかげで、私自身改めて気付いたの
です。だから、私や、そしてツアーに参加さ
れた人たちが見た「子ろば」の姿を、皆さん
にも見ていただきたい！ それがこの対談をお
願いした理由なのです。

（次回に続く）

オメガ・ジャパン代表
ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎氏横田 聖子師

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 3

聞かせて、あなたの心で  聞こえている主のみことば

写真：左から栄子・スティーブンス師、輪嶋東太郎氏、横田聖子師、

対談
第一回
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主の御心のままにお導きください

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

「ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。あなたがたのからだを、神に喜ばれる、
聖なる生きたささげ物として献げなさい。それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝です」　　　　　　　　　　　

ローマ人への手紙12章1節

人生最高の祝福は、主なる神と出会い、この地上に生きるときから、神を礼拝することを知ったことだと思って
います。また、神のみことばを信じ、感謝し、個人的な礼拝、また公同の教会の日曜日の礼拝を捧げる喜びも知り
ました。毎週ごとの礼拝を、一番の楽しみに一週間を過ごしています。

　
６月に行われた第４回オメガツアーの移動の車中で、いつも当然のように受け取っていた知っているはずのローマ人

への手紙12章1節のことばに、全身が包み込まれたような瞬間がありました。ちょうど車中でしたので、外の景色を
見ながら、「主よ、お語りください」と、しばらく黙想しました。アブラハムがイサクを捧げた祭壇、その3日間の
道のり、その時のアブラハムの心とイサクの心が思い巡り、それは、父なる神と御子イエス様の心でもあったこと
など、いろいろと改めて礼拝者の心の在り様について、問われたような時でもありました。

その時、初めてのような新しい思いで、自分の全身を祭壇に乗せて、「主よ、私自身をお捧げします」と心の中で
祈りました。数秒間だったのかもしれませんが、「霊も体も魂も主よ、あなたのものです。私のものは、何一つあり
ません。これからの生涯も、あなたの御心のままにお導きください」と自分の思いでは、完全に捧げきることのでき
なかった、心の数パーセントの領域を手放すような祈りでした。

祈り終えた時、平安に包まれました。

主なる神は、荒野で旅するイスラエルの民と共におられました。世界に離散したユダヤ人と共におられています。
主なる神は、私たちと共におられ、創造の時から、その愛はとこしえの契約（イザヤ書 55 章 3 節）として変わる

ことはありません。
主なる神は、人口の1パーセントも満たないかもしれない日本のクリスチャンと教会をどれほどの愛をもって、共に

おられ養い、導いてくださっているのかと感謝と賛美にあふれます。そして、日本をどれほど愛し、その救いの時を
ご計画されているのかと、主なる神の生きたことばの真実性と、神の愛に対する確信は揺らぐことはありません。

今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人お一人とそのご家族、教会、その仕える地域の上に満ちあふれますよう
心より祝福をお祈り申し上げます。

2023年8月恵日

「Bride」の読者の方々の
祈りを頂いて
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なく、むしろ主がいまのこの様子をご覧に
なってお喜びだとすると、もうそれだけでう
れしくて…主が私たちに備えてくださってい
る愛を少しでも見たい、その思いだけで、感
謝と幸福の中に置かれてきました。
輪嶋 今回参加された多くの方の口から「栄
子先生が導いてくださるこの“オメガのツ
アー”を心から感謝で待ち侘びていました」と
いう言葉をお聞きしました。そして同時に

「このツアーを主催しているオメガ・ジャパン
の代表である横田先生にお会いできて本当
にうれしかった、感動した」という言葉を何
度も聞いたのです。その時、「あ、そうだ！ 
皆さんは栄子先生のことは書籍や『シャロー
ムイスラエル』などのインターネット番組を通
して接して来られたけれど、確かに、その活
動の母体ともいうべきオメガ・ジャパンがど
のような人によって、それこそ「運ばれて」い
るのか、知る由もないんだもんな…と、改め
て気付かされたのです。
横田 そんなこと考えもしませんでした…
輪嶋 でも、これって音楽の仕事をしてきた
私としては、もの凄く腑に落ちるものがある
んです。どういうことかをわかりやすく言え
ば、例えば私はオペラ・ファンなら知らない

人がいないような、歴史的な名演奏家のコ
ンサートをたくさん主催させていただきまし
た。主催者として彼らの演奏会をつくってき
たのは、その演奏家が有名だからではなく、
その演奏家でなければ届けられない尊いメッ
セージがあると確信してきたからなのです。
ただ単に、いわゆる音楽プロモーターとして

「お客さんがたくさん入って、興行的に成功
すれば良い」という目的のためであれば、他
にもっと効率の良いことをしたと思うのです。
はっきり言えば、この世の効率を第一優先
で考えるなら「やらなかった」ことです（笑）。
横田 あー…なんだかお話の意味、心に刺
さってます。
輪嶋 そうでしょ（笑）。だって、いつも「あー、
オメガ・ジャパンもおんなじだ。栄子先生も、
聖子先生も」って感じているんです。私は、
自分たちがつくる舞台、つまり主催する公演
のアーティストにただただ触れてほしい、と
いう思いで公演をつくっていましたが、ある
とき、アーティストのファンから言われたこ
とで、ハッとさせられたのです。「私たちは、
このアーティストの舞台を主催するあなたた
ちを信頼しています」と。「彼女のコンサート、
他の会社が主催していたら、もっと違う形で
参加していたと思います」って。
横田 あー…
輪嶋 今回のオメガ・ツアーで私はあの時と
全く同じ声を聞いたような気持ちでした。皆
さん、ようやくオメガ・ジャパンの仕事を運
んでいる人、つまり、主催している人の顔、
先ほどおっしゃっていた「子ろば」であり、「水
瓶を運ぶしもべ」を見たんだ、と（笑）。
横田 別に隠れていたわけではないんですけ
どね（笑）
輪嶋 そりゃ悪いことをしてコソコソ隠れ
る、っていうような理由ないですもんね！
横田 （爆笑）
輪嶋 でも、隠れるつもりはなくても、結果
的にはオメガ・ジャパンと心を合わせて祈っ
ている方たちの目からは見えない、つまり

隠されている状態だったのだ、と気付いたん
です。この欄で以前にもお話しした通り、私
は5年前に、改装されて新しくなったわが家
の最寄り駅から初めて電車に乗るために、
ホームヘ降りる下りエスカレータに乗ってい
て、突然「オメガ・ジャパンのこと、なんでも
いいから“自分ごと”として参加、ご奉仕させ
ていただきたい、いや、させていただかずに
はいられない」という思いがあふれてきて、
ホームに降り立ってすぐに聖子先生の携帯に
お電話させていただいたんです。
横田 あの時のことは今でもはっきりと覚え
ています。あまりにも唐突、突然で（笑）。で
もその時も「主だ」と感じました。
輪嶋 いま思い出しても、なぜ突然あのよう
な抑えきれない思いになったのか、自分でも
全く意味不明ですが、でも、あの思いが与
えられるに至ったのは、もちろん栄子先生を
通して受け取った聖書の中にある「神様の壮
大なご計画」に示された、とてつもない神の
愛があったのは大前提です。でもそれだけだ
と、ただ単に「受け手」として、つまり受動的
な態度でオメガ・ジャパンの活動を見ている、
ということでもよかったわけです。私の仕事
で言えば「コンサートの観客でいる」というこ
とです。でも「主催の方の手になりたい」そう
感じる決め手になったのは、まさに「子ろば」
の姿を見たからだったのだと確信しています。
あの時の自分のことをいま冷静に見つめると、
間違いなくそう言えるんです。
横田 えー、そんなこと思ってもみませんで
した！
輪嶋 初めての告白ですよね（笑）。でもそ
のことを、今回のツアーでの皆さんのお声を
聞いたおかげで、私自身改めて気付いたの
です。だから、私や、そしてツアーに参加さ
れた人たちが見た「子ろば」の姿を、皆さん
にも見ていただきたい！ それがこの対談をお
願いした理由なのです。

（次回に続く）

横田聖子
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主の御心のままにお導きください

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

「ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。あなたがたのからだを、神に喜ばれる、
聖なる生きたささげ物として献げなさい。それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝です」　　　　　　　　　　　

ローマ人への手紙12章1節

人生最高の祝福は、主なる神と出会い、この地上に生きるときから、神を礼拝することを知ったことだと思って
います。また、神のみことばを信じ、感謝し、個人的な礼拝、また公同の教会の日曜日の礼拝を捧げる喜びも知り
ました。毎週ごとの礼拝を、一番の楽しみに一週間を過ごしています。

　
６月に行われた第４回オメガツアーの移動の車中で、いつも当然のように受け取っていた知っているはずのローマ人

への手紙12章1節のことばに、全身が包み込まれたような瞬間がありました。ちょうど車中でしたので、外の景色を
見ながら、「主よ、お語りください」と、しばらく黙想しました。アブラハムがイサクを捧げた祭壇、その3日間の
道のり、その時のアブラハムの心とイサクの心が思い巡り、それは、父なる神と御子イエス様の心でもあったこと
など、いろいろと改めて礼拝者の心の在り様について、問われたような時でもありました。

その時、初めてのような新しい思いで、自分の全身を祭壇に乗せて、「主よ、私自身をお捧げします」と心の中で
祈りました。数秒間だったのかもしれませんが、「霊も体も魂も主よ、あなたのものです。私のものは、何一つあり
ません。これからの生涯も、あなたの御心のままにお導きください」と自分の思いでは、完全に捧げきることのでき
なかった、心の数パーセントの領域を手放すような祈りでした。

祈り終えた時、平安に包まれました。

主なる神は、荒野で旅するイスラエルの民と共におられました。世界に離散したユダヤ人と共におられています。
主なる神は、私たちと共におられ、創造の時から、その愛はとこしえの契約（イザヤ書 55 章 3 節）として変わる

ことはありません。
主なる神は、人口の1パーセントも満たないかもしれない日本のクリスチャンと教会をどれほどの愛をもって、共に

おられ養い、導いてくださっているのかと感謝と賛美にあふれます。そして、日本をどれほど愛し、その救いの時を
ご計画されているのかと、主なる神の生きたことばの真実性と、神の愛に対する確信は揺らぐことはありません。

今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人お一人とそのご家族、教会、その仕える地域の上に満ちあふれますよう
心より祝福をお祈り申し上げます。

2023年8月恵日

「Bride」の読者の方々の
祈りを頂いて

輪嶋 横田先生、今日の日を私、本当に楽
しみにしていたんですよ！ どうぞどうぞ、よろ
しくお願いいたします。いつものように聖子
先生と呼ばせていただきますね。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたしま
す。こういうシチュエーションはあまり経験
がないので、なんだかドキドキというか、居
心地悪い感じですが（笑）
輪嶋 え、どうしてですか？ のっけから面白
いご発言（笑）。あー。だからこの初回の対
談を聖子先生にお願いした時、なんだかキョ
トンとされていたのはそういうことだったの
ですね（笑）。大丈夫です、答えに窮するよう
なことお聞きしませんから（笑）。
横田 輪嶋さんはなんでもストレートに質問
する方だって知ってます（笑）、どうぞ、お手
柔らかにお願いいたします。

輪嶋 まず、今回、聖子先生にこの対談を
お願いしたのには大きな理由があるんです。
それを説明するために、前置きが少し長くな
るかもしれませんが、その理由を私の方から
お話しさせてください。
横田 そうなのですね。いったいなぜ、って
私自身が一番お聞きしたいのですが（笑）。
輪嶋 これまで聖子先生とお話をするたび
に、先生の言葉の端々で、このニュースレ
ター「Bride」の読者の方々の存在と、そして
皆さんが積み上げてこられている祈りこそが、
どれほど大きな力となるか、そのことを心か
ら受け止めていらっしゃる、そう感じさせて
いただいているのです。
横田 いやー、それは全くおっしゃる通りな
のです。これまでの歩みの中でオメガ・ジャ
パンへ寄せられている皆様からのお声、励ま
しの言葉の数々…また新しい書籍の出版の
たびに得られるリアクション、さらには輪嶋
さんにもご一緒頂いたツアーに対する皆さん

からの想像を超える期待。それを毎回ひし
ひしと感じてきました。そしてそれがどんど
ん大きくなっていく…その様をまざまざと主
がお見せくださるのです。「日本において、
この方たちが積み上げてこられた祈りこそ、
終末の時を迎えるこれからの世界にとってど
れほど大切で尊いものか」と真剣に受け止め
ずにはいられず、また、皆さんを通していま
日本に向けられている主の愛を実際にこの目
で見させていただいているような、そんな思
いで感謝があふれてくるのです。
輪嶋 アーメン。本当に私もそれを感じます、

「オメガ・ジャパンの活動を通して、全国にも
の凄い祈り手の方たちが起こされている」と
いうことを。そして今回のツアーは、まさにそ
のような「祈り手が集合した」、そんな感じで
した。オメガ・ジャパンというある意味不思議
とも言える“有機体”から生まれる活動が、明
らかに日本の霊的な目覚め、リバイバルに繋
がっていくという、確かな感覚を受け取りました。

横田 マタイの福音書21章7節、「ろばと子
ろばを引いて来て、その上に服をかけると、
イエスはそれにお乗りになった」

ヨハネの福音書2章7節と8節、「イエスが、
『水がめに水をいっぱい入れなさい』」と言わ
れると、召し使いたちは、かめの縁まで水を
満たした。イエスは、『さあ、それをくんで
宴会の世話役のところへ持って行きなさい』
と言われた。召し使いたちは運んで行った」

　この二つのみことばが、私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿として、いつも心の中に
あるんです。
　これまで私はずっとイエス様をお運びする
子ろばのように、また水がめを運ぶ

しもべ

僕 のよ
うに、ひたすらオメガ・ジャパンの活動を通
して神様の御心がなるように、そのことだけ
を心に描きイメージして、お務めさせていた
だいてきました。オメガ・ジャパンの代表と

いうよりは、完全なる「裏方の役割」に徹して
きたつもりです。私の性格的にも、それが自
然なことだったので（笑）。
輪嶋 そこなんですよ、この対談をお願いし
た理由は（笑）。
横田 え、どういう意味ですか？
輪嶋 聖子先生がご自分で「裏方に徹する」
という思いで歩いて来られたその結果、「オ
メガ・ジャパンの顔」が少し見えにくい、と感
じる方が多いのだと気付いたからなんです。

オメガ・ツアーに
参加された方々の声から
「見えてきた」、
オメガ・ジャパンの
「見えなかった」部分

輪嶋 聖子先生がお話しされた通り、この
「Bride」の読者の方々は、オメガ・ジャパン
の歩みに祈りを積み重ねながら、それぞれ

置かれたところで、それぞれの立場で、さま
ざまな形でオメガ・ジャパンの歩みに参加さ
れていて、それがいまどんどん目に見えるもの
になってきたのだと思います。スケジュール
詳細も、旅行代金さえ決まっていない2025
年までのオメガ・ツアーが、すでに事前申込
者で一杯になっていることなどは、そのこと
を端的に表していると思うのです。
横田 正直、私たちにとってもこの状況は本
当に驚きでした。私たちの置かれた今の時
代に、神様のご計画の全貌を知り、受け取り、
備えたいという方々の霊的な飢え渇きを感じ
ずにはいられません。これまでの栄子先生
の歩みを考えると、まるで「暗闇に鉄砲を撃
つ」ような何十年だっただろうと思うのです。
撃った弾が当っているかいるかどうかわから
なくても、とにかく打ち続ける、というような。
輪嶋 すごくわかりやすいですね、その表現
…その弾は神様の「愛」の弾丸だったってこと
ですもんね。

横田 その表現もわかりやすいですね（笑）。
当たるかどうかは、私たちではわからなくと
も、「にもかかわらず、それでもなお、だか
らこそ」、敢えてそのような真っ暗闇に鉄砲
を撃ち続けてきた栄子先生の弾は、私たち
の想像すらできなかった形で、主を慕い求
める方たちのハートに命中していたんだ、、、
昨今の皆様の様子を目の当たりにして、その
ことをはっきりと見せられているような思い
の中にいるのです。
輪嶋 凄い事ですよね、つくづく…私でさえ
こんなに感動するのですから、これまでの歩
みを栄子先生とずっと続けてこられた当事者
としてはどれほどの思いかと、考えると胸が
熱くなります。
横田 いえいえ、そんなたいそうなことでは
なく、むしろ主がいまのこの様子をご覧に
なってお喜びだとすると、もうそれだけでう
れしくて…主が私たちに備えてくださってい
る愛を少しでも見たい、その思いだけで、感
謝と幸福の中に置かれてきました。
輪嶋 今回参加された多くの方の口から「栄
子先生が導いてくださるこの“オメガのツ
アー”を心から感謝で待ち侘びていました」と
いう言葉をお聞きしました。そして同時に

「このツアーを主催しているオメガ・ジャパン
の代表である横田先生にお会いできて本当
にうれしかった、感動した」という言葉を何
度も聞いたのです。その時、「あ、そうだ！ 
皆さんは栄子先生のことは書籍や『シャロー
ムイスラエル』などのインターネット番組を通
して接して来られたけれど、確かに、その活
動の母体ともいうべきオメガ・ジャパンがど
のような人によって、それこそ「運ばれて」い
るのか、知る由もないんだもんな…と、改め
て気付かされたのです。
横田 そんなこと考えもしませんでした…
輪嶋 でも、これって音楽の仕事をしてきた
私としては、もの凄く腑に落ちるものがある
んです。どういうことかをわかりやすく言え
ば、例えば私はオペラ・ファンなら知らない

人がいないような、歴史的な名演奏家のコ
ンサートをたくさん主催させていただきまし
た。主催者として彼らの演奏会をつくってき
たのは、その演奏家が有名だからではなく、
その演奏家でなければ届けられない尊いメッ
セージがあると確信してきたからなのです。
ただ単に、いわゆる音楽プロモーターとして

「お客さんがたくさん入って、興行的に成功
すれば良い」という目的のためであれば、他
にもっと効率の良いことをしたと思うのです。
はっきり言えば、この世の効率を第一優先
で考えるなら「やらなかった」ことです（笑）。
横田 あー…なんだかお話の意味、心に刺
さってます。
輪嶋 そうでしょ（笑）。だって、いつも「あー、
オメガ・ジャパンもおんなじだ。栄子先生も、
聖子先生も」って感じているんです。私は、
自分たちがつくる舞台、つまり主催する公演
のアーティストにただただ触れてほしい、と
いう思いで公演をつくっていましたが、ある
とき、アーティストのファンから言われたこ
とで、ハッとさせられたのです。「私たちは、
このアーティストの舞台を主催するあなたた
ちを信頼しています」と。「彼女のコンサート、
他の会社が主催していたら、もっと違う形で
参加していたと思います」って。
横田 あー…
輪嶋 今回のオメガ・ツアーで私はあの時と
全く同じ声を聞いたような気持ちでした。皆
さん、ようやくオメガ・ジャパンの仕事を運
んでいる人、つまり、主催している人の顔、
先ほどおっしゃっていた「子ろば」であり、「水
瓶を運ぶしもべ」を見たんだ、と（笑）。
横田 別に隠れていたわけではないんですけ
どね（笑）
輪嶋 そりゃ悪いことをしてコソコソ隠れ
る、っていうような理由ないですもんね！
横田 （爆笑）
輪嶋 でも、隠れるつもりはなくても、結果
的にはオメガ・ジャパンと心を合わせて祈っ
ている方たちの目からは見えない、つまり

隠されている状態だったのだ、と気付いたん
です。この欄で以前にもお話しした通り、私
は5年前に、改装されて新しくなったわが家
の最寄り駅から初めて電車に乗るために、
ホームヘ降りる下りエスカレータに乗ってい
て、突然「オメガ・ジャパンのこと、なんでも
いいから“自分ごと”として参加、ご奉仕させ
ていただきたい、いや、させていただかずに
はいられない」という思いがあふれてきて、
ホームに降り立ってすぐに聖子先生の携帯に
お電話させていただいたんです。
横田 あの時のことは今でもはっきりと覚え
ています。あまりにも唐突、突然で（笑）。で
もその時も「主だ」と感じました。
輪嶋 いま思い出しても、なぜ突然あのよう
な抑えきれない思いになったのか、自分でも
全く意味不明ですが、でも、あの思いが与
えられるに至ったのは、もちろん栄子先生を
通して受け取った聖書の中にある「神様の壮
大なご計画」に示された、とてつもない神の
愛があったのは大前提です。でもそれだけだ
と、ただ単に「受け手」として、つまり受動的
な態度でオメガ・ジャパンの活動を見ている、
ということでもよかったわけです。私の仕事
で言えば「コンサートの観客でいる」というこ
とです。でも「主催の方の手になりたい」そう
感じる決め手になったのは、まさに「子ろば」
の姿を見たからだったのだと確信しています。
あの時の自分のことをいま冷静に見つめると、
間違いなくそう言えるんです。
横田 えー、そんなこと思ってもみませんで
した！
輪嶋 初めての告白ですよね（笑）。でもそ
のことを、今回のツアーでの皆さんのお声を
聞いたおかげで、私自身改めて気付いたの
です。だから、私や、そしてツアーに参加さ
れた人たちが見た「子ろば」の姿を、皆さん
にも見ていただきたい！ それがこの対談をお
願いした理由なのです。

（次回に続く）

横田聖子
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

¥1,650（税込）

栄子・スティーブンス著｠

大好評！

主の例祭からの考察

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 136
2023 AUG. issue

n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

OMEGA2030日本宣教ビジョンプラン「OJ47」を
始め、大好評をいただいております
月刊ニュースレター「Bride」制作・
発刊等のすべての必要が満たされ、
さらに日本全国の教会へお届けでき
ますよう、お祈りください。

1

2

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023の訪問
予定地域は、北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知
県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、沖縄県です。日本全国の教会が
互いに祈り合い、神の恵みが日本全国の地域教会を通してあらわれ
ますよう共にお祈りください。

OMEGA活動支援について
―寄付・献金専用サイト・クレジットカードでのご献金も可能になりました！
いつも尊いお祈りとお支えを頂きありがとうございます。オメガの働き
は、皆様の尊いお祈りとご支援・ご献金によって支えられております。
この度、ご要望をいただいておりましたクレジットカードでご献金が
できるようになりました。お祈りありがとうございます。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－26

専用フォーム

お問合せ・お申し込み：オメガ・ジャパン
Eメール　info@omega.or.jp　TEL&FAX　06-6777-2117

Contents

宝石と鉱石のエデンの園　天の生き物ケルブであったサタンの高ぶり

02 栄子・スティーブンス
Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 38　未来の預言―その30

日本にあふれ出した恵み　グレイスフル・ジャパンVol. 3　対談 第一回：オメガ・ジャパン代表　横田聖子師

横田 聖子

主の御心のままにお導きください
11

輪嶋 東太郎

聞かせて、あなたの心で聞こえている主のみことば　

08

Omega Japan
お知らせ／祈りの課題12

祈りの課題

神様のことばを伝えていく者になりたい ─ 「私でよろしければ、喜んで！」

06 秋沢 淳子
Omega Grace Letter Vol. 7

第1回 オメガプレミアム・グレイスセミナー

講　師：栄子・スティーブンス
日　時：2023年11月23日（木・祝）午後予定
会　場：ヒルトン沖縄北谷リゾート

優先案内予約申込受付中！事前優先申込受付中！

第7回 オメガプレミアム・グレイスツアー

オメガ出版より好評発売中！

https://omega.or.jp/donation/

ヨハネの黙示録を中心に、エゼキエル書、ダニエル書、イザヤ書
などの預言書と新約聖書全体から、終末論を学びます。聖書全体
を貫く神の愛を深く知り、生きた神のことばから希望と喜びに
満ちるセミナーを目指します。

イスラエルを訪れて旧約聖書と新約聖書の
真実性を味わいます。トルコでは、黙示録に
ある七つの教会の遺跡を辿り、聖書の啓示の
重要性を体感し、日本の教会の祝福を祈ります。

（現在、パトモス島までの訪問予定でスケジュール
調整中です。）

栄子・スティーブンスと行く「イスラエル＆トルコ10日間の旅」

事前優先申込受付期間：8月31日まで
（※詳細な内容が決定次第事前優先予約の方々へ
ご案内させていただきます。）

下記のマークの入っているクレジットカードはすべて
ご利用いただけます。

献金サイト


